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軽症高血圧症の心肥大進展予潤としての

Treadmill 運動負荷獄験の有用性
選動負荷レベルと血圧U反応からの検討

高岡典子・ 富山情実・ ヨ雪国秀夫・ 西川英側・ *原2芝居医・ 護辺剛敏・

中山週優・ 坂本直議・ 新聞 茂・ 選制島信孝・ 日野原憲明・・

s 目的
経定貧血経u~聞もかを臓，，"'..がな〈 連続的に変
化する血圧高のー点である随帥血皮のみより，その調E

盆aを解価するととにM限界がある 心肥大路血庭向
と隊後立した心血管侠息舞鑑の危険闘予であり ，.毒症

高血圧の'''i度静価の，..として布陣周である"我々
は.経佐高血圧において心聴はの暢度の野価および，

その進展の予測にトレッドミル・フ処理動負荷降の血医

が有閑であるζとを報告した釣しかし，，.銀限界性.

大量駆動食衛隊属itIJ，その鈍行に署する時間[)!:A< 多
敵例め施行には大きな制約があり また 過mな血E
のよ界に伴う危険位も存在する しかし，舷E貨の還動

負荷で得られる血圧の変化より左'"肥大の進展，.が符

循で§れば， 込越かつ安全に行える低レベル運働

負荷紙験が臨床よ有閑とみなきれる 今回は.経症高

血豆の...度および予後野価に対する週勘負荷略血圧

変動の何用性について トレッドミル疲候限界性週勘

負荷総験の3分 6分!そして・大負荷時の血圧変化

左心肥大の811:.結よぴ，その進展との関建から検討
した

! ，智主主
対象は ライヲプラン:=-/グセy タ において。経

年的に健厳訟断にて過去3等制の鉱張費関血圧が 90

mmHg以上であり， ft症白血匡と診断されむ肥大の

進展な〈非灘物鱒訟のみで3隼以上経過観療が可能で

あった中年男性隆盛高血圧"例(t3:t3蟻}で必る経
過慢康開始時および終7時に以下の掬様を.. 定した
l阻碍血圧(PslPd)は安静E聖位5分で劃定した 2諸

島負荷時血圧 B=，のプロトコールでトレッドミル

'..時間開3剛

内市例市開欄間"

・・，イヲプランヱングセyター

による症候限界性.大2躍動負荷隊験.箱行し白河3分
(3 PslPω， ，分(6Ps!Pd) そして.大負荷時の血匡

(Psmax/Pdmax)で評価した 伝ぉ.いずれの血圧も

聴診法(K脅法)にて測定した 3左重心筋温室係.，

(LVM[)はMーモード心エコー記録(SSH-l 東芝)よ

りDcvcrl四"らの昨慌て京めた左窪む筋"量を体

表面積で徐して掠幽した

! .. 果
経過軍費野中に !;;/Pdは(1H:12!9ロエB→ 14Q=141
92主9mmHg)と何"な変化を示きなかったが.LVMI 

陪((06全2(→ 12S:i:28g/mりと有意に増大した 袋1

に懐*開始時必よぴ焼7防の LVMIと各血亙の相関
を示す LVMI t 同m"，の相聞は観鰻開始時に，~

0.5月(p<O.Oりであり，そして終了時に怯 r"'O.55(pく

0.01)となって CPs， 3 Pぉ6P.との終開より奥好で

あった また・医療開始時の P5m~x lil!t肩書終7時の
LVMjとも有意な絢捌(r""O駅J，p<O.OI)を示した

表， ..開鍵"'.よぴ終了時に街げる!各血圧値と

友重心筋"食傷徴との相関係.. 

開始時 p-val"" 経了時 p _ ，'alu~ 

'" 。" 凶 O~ p<0.05 

CPO O. 13 間 。" ?司S

"‘ 
0.27 p<0.U5 O.~ p<O.OI 

'" 0.21 ρ<0，1)5 ow p<0.05 
H， 0.28 p<O.05 0.42 p<O.1Il 

H'  。" 川 0.31 pぐ0.05

~max 0.55 p<O，OI 0.55 "，0目1

PdTTU.X O.~ ，<目 。宮 036 p<O.OI 
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よより界線穆を予測するよで払週働t.御所見のみな
らず息者育・.考aずる必要があると考えらねた

s 文献
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高齢者トレッドミル運動負荷プロトコールの開発

鍵判官高齢者と心集車患者との比駿

小'"邦光・ '"智容側・ 山本穆繍・ 田辺ー彦・ 村山霊何事・

高.宥に対するト ν7ドミル運動負荷プロトヨール

.. "負荷から開始し，碕増舗は小さし負荷待問隊

媛〈 歩行速度より傾併角度の噌加により負荷を槽加

寄せることが1iIましい，などの条件'J!lr示されているlに

また..大厳粛a略取量1;1:25織の約45ml/mlnlkaを
頂点とし.10匁で5-10%ずつ低下..し.l町'陣者では

連動耐曾飽の低下も著しいことから.高齢宥に週10し
た負荷訟が必覆である 商働者トνッドミル運動負荷
鉱.院に~いて B~ε訟と Naughto~ のプロトコール

.着にしたu川tMETs陰の比般債"を行ったが.

Bn岨".十分な.，."得られる底面，負荷量が勉強
に噌加し，叡閣如鎗血亙反応が大省<.過負荷に在

る可能色があり.unit MET・法他心鍋・血反反応とも
...だが.十分な負荷""得られない伝どの問.点が

明らかになったへそこでこれ色の問圏点を踏まえて

準邦健繍高働宥の割H・a・禽償問防."t:.考として.山
本による国際司医療周回"予湖戎..を周いた続たを多段閉式

の高齢者用プロトロール金作成し 心疾忠商.智に討

する適応の可否について倹討した

' 対象および日方途
対象総65.以ょの明らか会心療息金持たない健常
高・・ 10名{男性3名，女'"7 ~即平鈎隼・14.0全 '.7
・L心侠.蕎.宥21名〈男性u，色.女性 10名}平均年
・173.7企5.1.で トνッドミル温働負荷似蹟高齢者
周プ白砂 ヨール位~砂る心街白e. 血豆反応の変化につ

いて島厳検射を行った。本法は"1に示すように...
n よぴ心疾庖の商-"安全かっ+分な負荷が得ら
れるように，負荷初期は週目置を紛制C.傾倒角度で負
荷量を侮るようほし.10 ~舎で緯定般衆自際取.，.約"

mIImin/kaに到遣する l分.の多段陶方式である

・聖マリアシナ匪網実写・2肉・4
t司".・ JIII崎v・g・区・金 2-16-¥)

5・"心.108患者の心鈎殿場加は圏1左に示すようにほ
ぼ健，賞者と岡S慢の.....示し.".な増加.11められ
宅旨かった 叡償制血圧変化の権移(閤1右)I!， 0&2廃a
.者では健常者に比べ.負荷開始前より約 15mmHg 

高舗で.定例聞の鮫，..'大さいためsoの範聞が大き
いが、負荷に伴う滑加は両者ともに負荷初期から組徐

で，心繍散と附織に".障な相加は11めなかった 負荷

中止理由(箇2)1:.健常高.者心疾患a者とも."0

事 1 ・・ー・・・‘荷司融プロトヨール

J1協 tSkRme/d 削 G{m掛d陸 T (関m忠e】

0・ ..， 伺

11 1.1 ..， 伺

m ... 7.7 初

" 
，.. ••• ω v 
'" 10.0 .， 

明 "， 11.0 " • 3.' 11. " " 帽 ..， 12.6 ω 
U ..， 13.4 " x 

‘' 
14.1 ω 

'1 '.2 14.8 伺

~1 '" 15.5 ω 
潤H ，.. l喧l ω 
泊V ，. . 16.7 .， 
xv ，.. 11.3 .， 
>M ..， n冒 ω 
加首 1.0 18. ， 開

沼・ 1.3 19.0 ω 
沼X 1.' 19.5 " xx 1.1 ~" .. 



12 .{.'. Vol.28 SUF開_，5 (1996) 

a 心納.
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悶 . <虜姐障と忽縄関a血互の姐惨の比.. 

b 収鋪期間医

「

Ti ... 時

l捕帥省
恩 剛奮闘

健常高.者の平均企 ""の・‘園をスタり-，で示しfと 心~・患者U平紛ニt 1 50 ~プロ ッ ト で示した

健常..‘

園2 負荷中止理由

ゐ...ー
T，II札=TI'1民.H“同"回
L. 1'..同 hl脚

年・4を目.ゐ嶋敬とした且榎心"..到進(T.H. Rl.)t 
たu>l血性5T2mn1以上下悔の鈴断的中止による負
荷中止が全体の約.，，，を占めた

S 考司院
ト ν ッ ド ミ~還..負荷隊臓を外難庖者で行う楊合.

初固に.，・査自体に対する戸患いと，飽劇的，.行に対

する慣れ当初から遭い適度に対応で8ないという問
題が負荷開始直後の血圧.，""・院の著しい鳩加の原因

となっている 負荷初期にウ才一ミ ングアップ金行う

こと"有附であるが，検膏時間の制約や.彼届食管の修

行能力が宋知なことなどから.外来齢貨でほ錨符図僅

告のが現状である 今回作成した高島者多段晴負荷滋

".より低遺から開始することにより。倹牽への慣れ

とヲ章一ミングアップを嫌釘備え.高齢者の負衡初期

に必けるむ銅散血圧反応の，，;滋な上興を防..粛働

者が歩行可雛遺閉町内で鯵斬限定または。目制限心循"倒

遣による負荷続点となる".. 負荷が可鱒であヲた

8 ・・・
高.宥に対する運動負荷量髭として。"分で纏l)i;:.薫

.".量2Smllmin/kgに潤遣する高働者多段階負商
法を作rJiU‘行した 本誌は，鎗常高働者，心療単患者

とも.目...:-m敏翼連または負荷中止種別院をみたすま

で負術が行えた症例が.，，，を占め 心楠敵・収.. 剣血

圧劃 tl.tBれ眠法や叩ltMETs法主比鮫すると.負
衡S幅始直後の急調院な3・加がな<.負荷開始から負荷終
点まで雌ぽ直録的な増加を罵め，ー過健の過食摘が毛主

< .安全に+分会負荷がかりら...心疾.".省令含め，
"働者に.いて有周なプロトコールであると考えられ

た

S 文鰍
"斎直彦京綱高働者の湿動負荷鉱織心臓仰と運動

負衛隊属中外医学社 1990，123-125 

" B凶 kirkEG and H叫~nJL: Age arKIaerobic 
power : the rate of cban群 inl11t'Il 副首dwomen 
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]) 1I、健婦iJt.附康俊...・固体.低ほか'“省
トν，ド ミル依・"J.:i:lIH.1I.息惨阪にお付るプロ
トコール葱a慢の箪星座に闘する俊樹.目本..守星学
舎・...】鈎2:29(7・8J 艇泌吻尚
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"". 村山"""周羽巨人の濁.舟抑字.繍'・..・
の・・・ ，...年虚穣<s'.J~ゆ同倶鍋e CimolnJion 
)，知，閣J1992:56: {闘pplV)JS13-1523 

駒 山本..:~νヲドミル ~mp負荷のための聞際費

"眼a・i"略式と臨床応用， 日本陣僚生理学会・.. 
1993: U: 17-29 
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心臓リハピリテーションにおける

一定心拍負荷法の開発

地図安"・ 高木

川口鎮・

樽・ 111図 徹・ 杉町，..

'"戸o.砂川賢二・

近匁h心銀11...に剣ずる心鳳リハピリテ日シ.
ンU:~.予後.，.橘の貨の向上...・するた~低 温

'慢でbることが僧闘されている“実障にリハピ')金

行うえで安全かっm泉創に行うためにU..・E心納
・，...定し遭働負荷e行うことが勉，.さ札ているω，
遭劇負荷中に心術般を闘..に近い値に保ったのには

息鳴の心'"包容に岡修じて温働貧荷..う"変化."

てやることが..であるが これまでのヨ駆動負荷緩慢

に"心鎗応答.フィードバッタきぜて負荷.を決定す

る..が不+分でb，た そのためリハピリ中に..

4置に進..這動負荷がかかヲた，.あるいほ負荷が不

+分と.る可雌性"'，f，.，k そこで実々は全体の心伯

"'".フイ ド，句タ事ぜて・通紙面r.. 決定する.. 

働負荷システムの開発を似みた

‘対.a貧...符，t.対*11."人男性"名t平均お.，.
<.，腸....の徹俣の盆い鍵!日性心."・E・の・・ 10:!(写

均"・t.NYHA I!度.. 島.21r2.s)であヲた

I ，，，. 
aず選幽負荷に対する心J邸t.の動的な待値を定量
的に知るために. .ず倒調書人男偉.sに<ルゴメータ
ー.>グム運動負荷法"を行い.負荷.，ワッ ト徴'"

らゐ伯皐での応軍事絢性〈伝違関像 " で~.わす. ) ~. 

・bた傷られた'"寄縛伎の平均...人鈎干の選動負荷

a・・
フィードパ
刊 帥

直

HR = 
GH 
1 + GH 

G = K， +手
園 1 岬・嗣.~ゴ，- tーの・理

tHR 

心繍.
0根》

ζ~I(ループ事綱粛に.いて.ゐ繍・mRII1Jヒの式で.らわされる M 
..列記'唱するa・・宥@心伯献の応嘗特色で.. 心鱒.a..(tHRlに
近づげるた。‘~7 ~- 1'パ， タ係隊G民"τ続のグ4 ンが'固される
フィードバッタ偏微G.陀例定・tK..~よぴ鍵分室.1(，という定鎗で偶
.しt:.f 11期主主徴金憲悼する~般で...

~n...~~ ~'-M~.""~~ 
f守崩制帽同 日 "



負荷後度 一.... .c.4噛体"

'
R
0
 

0
 
0
 ・淘
a-h 玉M
。。ωE 0.01 0.1 

Frcque田.y(Hz) 

に対するむ繍..，事特色とした

実際の心事自険金自信健に近づけるために11.gJ・・a
と興g開催の聞の勝重量.ゼロにする負婦語系金制肉筆する
ことが必要である 淘 1陪負帰還系のγステムのスキ

マを示したものである臨同ょう記彼験者(負荷に対

する筋書符位を日であらわす}に射し..町度よ〈実測

値に近づ付るために比例償分働側によるシステムを作

成した・聞 このシステムの制御に必賀盆.週のフィー

ドパック係敏{比例晴K..割問多予定o:K，)凶安定でかつ

む層向1.28 SUPPL5 (開制 15 

-・悶 2 負宥強度から崎議衝診での伝遁待値
λカ 負傷ワヲト敵(WI。
幽カ心給敏(鳩山mIn)

上跡周漉現段ごとの入地方の"岨比

ゆ段。入.カの位網整.下段 λ幽
カ聞の，ヒーレシえ関取

鯛度の高い応答をする鰻週な・を微11解栃により決定
した

決定したフィードパック繍散を用いて傷集した負荷

システムで健常者復らびに層構旧性心筋梗傷患者に運動

負砲を行い。心鈎依剣仰の鯛慣を倹約した

i "..および宅寝
健常宥 .. 巴で京伶た負術.から心鎗彦での伝達関微

陪薗2に示されるごと〈 低歳過過哩フィルターの
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命予後の改.剣男院に遣をが~るかについて u現局点で"

判断でーない今後倹討すべき恨舗であると考えられ

た

S 文献
U CQmparison of a rehabilItltion pr略目町町t 包

C側w栂lillipl"oaramme・"'"釦岨1carr afto:r an 
aωtt myoca叫阻1inlar叫網開削 lof.lor・-
term ra阿国四I.P.R.E.田R.G削除

Ewr 11，創 rl/l鈎1: U : 612-616 
2) Fardy PS. et al: Cardiac R討wbilitat悶n.Adult 

Fitneu， and Exe芳'd~T剛山1.&. 2 nd editi侃".
and Febiger， Phil.del同刈， 1縄8

3) Takakl H. Sunl.&'awa K. Suiimachi M， d. Hl 
Pem.rtan紛国岡崎V智裕喝 mitralc町四回=，

。Wffiyimm山叫…""凶 r即時 ，1
VO奮闘剛ld~配i8e despite四 唱nilic，nt
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lIon， Prenticc HaU. Enldtw似XICHfh. NJ 0;632 

199' 

"土谷武士服か現代制調工繁.1I.!!!I.東京

1991 

性質を示してい企t業銀l.これ械魚崎の・やか生変動
に対して11(.0鎗U大!!t.cli・で変動するが遭い変動

に対しては小 a t.l:lI・でかつ依似の逓れた応寄で~る

こと.怠味している また歯同点雌で示される棟割隣備

費U，j、豊〈平均の伝達閑散とほぼ平符しているこtよ

り 鍋"に対する心舶の"書特伎の個人傭人?の差は

わずかである と穆えられた

心，."智のパターンに鎗常人で11*8な個人盆がみ

られ盆かワたので.11かの，.銅者区ついて，周じ""

関..か~_1b 1ヒ比例"敏:. 11分定敏."いて~.告制"
を行った 闘悶性心値観奮の息者も比康的心・a艇の保
たれている血者でめったので健傭人で求めた定散で

代附した

園31;1; f電線的信4例.示したものである 各例とも

約 1ω惨削後で目.心鍛鍬に遣し安定したむ鎗負荷の
面.，容が縄られた 闘.u金例で目相個と実樋値の聞の
飯盛をプロットした，のである健判官者臥陳服役心

筋梗."，むに平淘心街震のU%の齢差鍵劉で心舗
嗣衡を行う ζ とが可維で~?た以上のようにこの方

践はも. .fi! M!.e宥のリハぜリの運動負荷.安全かっE値
に行うために 有効であると考えられた

た~し'"実..警のリ，、ピリ.符う上で， 従来の方

践で待て沈リハピリ' . 一定~，帽で精度よ〈行った嶋
合のリハピ').比厳した"に...賓の盆磁の賓.，.
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新しいトレッドミル心肺運動試験プロ トコールの検討

E 目釣

中野博・ 安保泰宏・ 議

武闘治・ 近松崎・ 護団

新しく考案した小刻み漸槽プロトコールを刷いてト

νッドミル心掛運動験殿(TMXTlを行い従来の

Bm偲原法吋B法)での成績と比領して.本法の目指

姐床疋おりる TMXTプロトコ ルとしての妥当性を

倹射した

5方滋
30-49歳(平均36.8俊)の鍵常成人男性21例を対

象とした 速度1.0m討、傾斜 10%を第1段取音とし，

8挫の傾斜を保持したまま.各段関連度を畿械問にほ
ぼ均等に3分割し，各段階'1分間とした小剣み漸増

陰。いわゆる ramp方式(R法}のTMXTプロトコ

ルを考案したl'毎日.R誌の3分毎の外的仕理解率".
B法の各段階の仕事率と問ーである R法およびB法

による促状制約TMXTを，同}被験者に対しおよそ

1"仇1以内に各々 1固ずつ行った

TMXTはアタグ篭子製MAT-2100 i:!よぴML

5ωO. " リy鋼息子製5TBP-780Bを問いて行い，心

姶徴(HR).収総則血圧(5BP)は1分毎に計測した換

気応警はマインハート社製呼気ガス分析磁虚オキシコ

ンEを用い.b刊渇thby bTcath法により分将酸策担聴取
I("VQ，) 分時二酸化炭*"凶.(VCOρ.分揮幸俊気量
(VE)を求め.".渇kVO"Vsl。隊法またはC副 "，w
後による集自慢素性作療関値(AT) および惣現時脈(0.

p川副会測定した自覚的運動強度ω。樗指敷)も 1分
毎に評価した

g 結果

両プロトコールを周いて緒行したTMXTにおい

・園陸・踊金大伊国軍司，.内斜

【，.410-11町即日，.，・3
調官.市良川肉院内糾

紡・ 永井，.校・ 上出実ー-

{;:. 寝縫佳彦・外側線"

て.心筋虚血。量産不登脈および異質宮血圧反応はみら

れず，金例alloutにて終了した

選動崎聞はR治/)t792.9含89.0秒 B法が719.0土

9<).9秒と前者で有怠(p<O.OI)に長かったが.側々の

例での溜動鰐7時の外的仕勝率は隠ぼ同ーであヲた

Peak VO，. peak UR. peak SBP. p明 kPRPおよび
peak 0， pul抱には荷者間に有窓盤はなしそれちは

むしろ近似していた

B法でほ運動段階の進行に伴い¥'0"HR が猪段状

に柵加したのに対し.R法ではそれらはほぼ直線状に
漸唱した(翻 1).B鐙と外的仕場率が同ーとなる 3分

僚のVo，.HR ]j常にR践でやや小であったが両者
が大いにか"雛れた数値となることは伝かった

ATの検出現巨は。 R詰舎が21例中18例(85.7%)，B 
法が 10例(47.6%)と明らかに術者で優れていた AT

倒は前者で27.4全4.4ml/kg/min後者では 26.3土

2.9であり。両者1閣に有."皇はなかった.AT検出時間
はR'去で有憲記長かったが。その隙の HR， S豚P.0， 

"，，1鎗およびIl<"，術数にU有窓差はみら礼ず，両方式

でのAT検出時のBorg指数はいずれも 12前後であ

った.R法.8法の商省でATが..られた¥0例におい
てもI罰 AT値(R法で25.9:1:2.7ml/kg/min. B訟で

は26.3企2.9)(図z)およびAT検出時のHR(R法で

142.2土16.1bpm. B践では 136.8企H.21はいずれも

比鮫的規似した備を示し 有志""みられなかった

s考.. 
Whippらmにより復喝された自転車エルゴメータに

よる T3mp負術法はTMXTへの通用が検討され，本

郊でもあらかじめ求めた VO，予測式を利用して理繍

的練拠に立御した トレッドミルramp負荷訟の開発が

みられる".，

今自考擁したプロトコール];1， Bnlce訟を還と して
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0¥'小刻み漏緒方式トレッドミル心抑連動隊峨プロトコール

段階 1 ， 
ijf5 6 
， . 9 10 11 1l 13 14 " 

温度bn凶} 1.0 I.~ 1.712.02.312.5 2.83.1 '-' 3.1 4.0 '-' 4.5 4.11 5.0 
傾斜1%1 10 10 10 10 " 12 12 12 " " " 10 10 " " {時限l剖附

VOVJW刷 V凸J/匂/剛〉

40 

30 

20 

10' 

。

小刻み漸相法

M.M 土 '0
0=(21) 

一3 6 9 12 15 
Time (min) 

40 

30 

20 

10 

o 

Bruce;;圭

γ 

s 

Mean :;!;叩
n" (21) 

一6 9 12 15 Time (min) 

図 1小刻み指纏塗俗よぴH.眠 .1去による齢レッドミル企沼市.，.働魯繍aでのVO，の錨嫡的権移

Bυ".記去におげるAT
〈向叫んII/mln)

" 

'1= 1.00x + 0.4 
r" 0.92 
p <: 0.01 

n" 10 

• 

• 

• 

-‘図2必3b
小刻み漏憎まにおけるAT(川/'"附叫 .. でのAT値の関温

.繊的 ・簡易的に修正政変したものではあるが遡

働に対する VO，や H II: '~どの生体応答が比般的

=∞白であり.ATの績出率も良好でるヮた 志た。

pcak VQ，舗を"じめとする各peak値あるいはAT

雌やAT繍出時の HR.Borg術数にはR法および日
法の両選動方式で盤がみられ旨かった したがって，



両者にある但J!tの互換性は保持きれており.R誌によ
る紙製の成績と，過去あるい陪他緒般において実飽き

れたB依での成繍との比絞倹討も可能と思われた運

動に対する換気応答、血a.心拍数反応の慢点からは，
R法"日常宿B震に用いる TMXTプロトコールとして

妥当であると考えられた

-11. vl商虚血検出に対する惨断制度に闘しては今
後の敏訓練眉であるが...自慶応舎含めた穆々往生体

応答の刊現住""法より R絡で優れていることが予

測され，員臨妨静舗を目的とした TMXTにお阿る利m
も期隠される.

'"擁 Vol.28 SUP同_.5 (996) 19 

s文献
1l Bruce RA. B!ackmon JR， }Ol明 jW.et 31 

Ex~rcising t四.tingin adult normal剖b回 saot1 

cal'<liac patients. Ped;ω削 'cs1963: 32 : 742-756 
2) Whipp Bj. Davis JA， Toπ伺 F.et a!: A tcst to 
determine paramet同 ofaerobic func由 ndur 

lnl! ex岡田 JAppl p，柏 "01:R，岬 imtE.wiron 
""陀iaP蜘匂ll981:5・217-221
お伊東容樹谷口輿 心不全血輔のためのRamp

負荷似溺1.C070"/Iη1989: 6: H-49 
"山羽ド雅府 トレッドミルramo負荷のための酸紫
続取.予測式と自臨床応用 日本陶床生理学会誌

1993: 23: 17-29 
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s 考怨
これまで運動負荷鼠厳時の臥圧が心肥大のS字国Eや.
その後の血圧よ拝金ど，予後の予測に狙いて宵定的な

ものと否定的な見解がある“それぞれの研究におい

て.運動負荷の方法は燦々であり，それらの径が個々

の研究の節調院に修'して"ると考えられる 運動負荷

鉱験には，ft大負荷u最大下負街の=つの方法がある
が。高血圧に怠ける左蜜肥大の程度や その進E壊につ
いて両者の有用性愛比較した研究はない これまで媛

大下レペルの負荷院般に比べて， ，医大負荷認厳の有周

性はむ筒a血凶診断や体力評価において すでに確
立されている 高血圧症陥盛例数も多<.，最大下νペ
ルでも最大負荷と問機の街果が樽られれば筒床上，有

'"左増えられる 今回の敏射では，経過続線開始時の

トレヲドミルII動負荷割織にS寄付る負荷3仏 6分の

血圧より.・大連動負澗附噌縮則血圧が織も，(.<Se大の

程度"よびその進展の度合いと良好な伺号布告示したこ

とから 結胤運動負衛隊験による経倍高血圧のむ"~

大血症度や目その進E慢の予欄には怠候限界住銀大運動
負荷獄織がib更であると箇鎗さ礼る

運動による血圧上昇には。末割台刷動脈の夜化や交感

神経"慣の先進などが関与する とされているが・ ー一

方，，c，-E大のため遂動に伴う不+分な心拍ili'監の増大
、が過剰な血圧上昇を来すとの窓見もるり制I過剰な血

圧上昇が邸図'"のか結果なのか結誼は得ら仇ていな

" 今屈の倹附は，般大運動負荷時血庄の心肥大の進展
予網への有用性が確認されたが，高血圧."震における

盤要な附1Mは，心血管合併盆の予防である これまで

の倹討で1;1;， ~駆動耐容憶の低下が予後の予測因子?あ

ることが砲鹿されているが"運劃負荷時の血圧上界

の蟻織が，予後の予測図子となるか杏かは明確ではな

い今後.薬物館訟も含めて縫節的会優遇厳震が必裂

と考えている

s 文献
J) Levy D， Anderson KM， s;'vage DD， et al 
Ech"刷出Ographicallydetected left vemricular 

h，阿村岡山y:preva回目 andrisk factoTS. A"" 

l"tern Med 1錨6:105 : 173-178 

2) Tomiyama H. IJoba N. Ku地hiroT， et al: Pre 
diction of progre馴 onof ldt ventricular hyper 

trophy in mild hyper阿聞"，めゆ.rl側 sRed 
1992 ; 15 : 155-162 

3) Dev巴reou反 RBand Reich陪kN: Echocardiogra 

凶licdctt.'Tminali，釧 ofleft ventricular mass in 

man: an凶 ωmicvalida刷。 ofthe method. CIrrn 

IaII(m 197マ舗 613-718

4) Dcvereoux RB and 刊ckerin!<TG: Relatior曲 p
between ambulatory or exercise blood presl'剥"

and left ventriωlar stnu.1u陀 progn聞に回凶

catio肌 JHyperlelu 1990 ; 8: S 125-5 134 
日 Conway1: Hem吋加制官邸陣ts01 e盟 ntial

hypert開 sionin huηa陥 F仰向IRev 19陪.4:64-
621-628 

" Lωld-Joha回 目 P: 24-year follo"'匂upof he 

m吋岡山 m 日 ntialhyperlension山

花..tand e緑町C包め併2的凡sio"19じ91:18:[!JS4
-凶 61

1) Bla・r5N， Kohn HW， Paffe陥bergersS，et al 

Physical fitness and all-cause morta1ity. jAMA 
1989; 262: 2395-3401 
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運動負荷心電図での Macruz'indexの有用性

飯畿仁・ よ崎健治・ 舗本治改・ 鎌闘寵也・

千葉誠・細川俊・中島賢司・ 平盛.. .，. 

s 目的
運動負荷む電図での届盛山の'"1Mとして。 5Tの上昇

や低下川崎"ilCptal Qの禍失叫 R滋の綱高・l訟ど.5T 
やQおよびRの変化については多くの綴告がある，し
かしP旗".その"高が低いためかほとんど注目され
てζ伝かった心電図のP滋同心腐食衡を反映すると

とから.Macru沼市首dex{Pwidth/l'R s砲ment)で運動
負荷猷政前後の心房負荷の種8貨を僻価し."血性心疾
風例のも般傍や原疾患の量使度などとの関還を検討し

た

s 対象と方滋
胸鮒を主訴として，トレッドミル選動負荷割減左，.

腿カテーテル倹査会晦"した調網徳の連総旬。例を対

..とした 掛"例と女28例{平均年島62土7.811:)，

正常(NUI字9侠L狭む症(AP)I'-20例i 心筋梗害事症

(MlJ君事19例，心髄梗務銭+狭心症(Ml+AP)群 22例

であった白 トレッドミル溜動負荷蹴験lま，日本光管社

製 STS-8100を川いて.Bru巴eプロトコ ルで行っ

た

各E字切週動負荷臥峨前町安.. 臥床時と負荷直後の心

.. 閣の 11続奪のMacrw:'indcx"を計測し.後自行ヲ
た心鱒カテ テル倹査から織られた路指楓[冠卿脈病

変袋敏，左宣昭削分画(J.VEFJ，左'""袈末期圧

(LVEDP)，助動脈製入匡(PCWP1]と対比したなお

Macru~' indexは， 筋竃闘や到汗ぬ呼吸の影.による

越線のゆらぎのために生じる針割以経企鍛小とするた

め51"5-8100によって加算平絢された遜働負荷前お

よび直後の心電図滋形から計測した.1完封処理には，
対応の~い t 倹定とよぴf検定を用い。省意水準を

5%としたー

樹柑献開2内駒

〈甲山鑑阿前内丸目的

a 結集
各昨咽の背骨骨因子を表1に示した NL'字で女色の

割合が高<(p<O.O削 MI+AP鮮で在副使枝(以;X)

例が多しまた多伎病変例が多かった LVEFは NL

nとAPI字に比ぺて， MI I平と MHAP併で低値(，く
0.05)を示した陀WPに関しても，肉憾であヮた(，<

O.OJ)， LVEDPI;I;， MI+APUが他の"平に比ぺ高値

(p<O.05)を示した安静時のM前 ruz'indexは，1¥' L 

静'"企0.6，API!fI.8全0.5，MlSf2.1土0.9，MI+ 
AP 瀞 2.2:::0.6と.NL群に比べて MItl!. MI+ AP 
鮮で高値 (p<O.()5)であった また，運動負荷直後の

Macruz' Indexは NLftJ1.6土0.4.AP I字2.2土0.8，
M(騨2.6主1.4.MI+APD2..土0.8で NL鮮に対

して他ゆ"障が高'j/I(p<O.OJ)を奇異し.安静時に比べ

て NL鮮に対する他の31揮の援がさらに強調された
{図1).1¥.1J併でのみ安静時Macruz'indexとLVEDP

にr=O.52の相関関係を認めた(p<O.05)

8考'
Macru包;lId.出はω房負荷を定2量的に表すbので
百明信組は <'0、<'6であり.1.6より大が左腐食荷を示

し。'"より小が右房負首会示場 とされている安僻時

のAP鮮のM創 rUl'lndexは正常鎖.示すが，週動負

荷直後のAP"で"虚血巳よる左重量陸運動興常のため

左重徳留宋湖丘の上昇 さらには左房匡上昇を示し，

Macruz' index !s，高値ととまると考えられる また.M( 

君事では安静時かも左宣駆mカの低下を膨めて Macl'1山"
Ilxk誌も高値となり，運動負荷官後には元来g陸連酌異
常のtに心倒数上昇や血圧よ界が伴うため左宣仮説末
期圧が安俗持よりら痛くなり. Macruど illd，，~もさ ら

に高値と生ると考えられる しかし溜働負荷直後の

MI+API手でU同房負荷と宿るため，みかりよ Mac.

ruz' indexはM(君事よりもかえって低価とな勺たと考
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表 1 剣愈例の".図予

"1.騨 APt MJRf. MI+AJ>騨

'" 国..土3.' 62‘自土L3 6L9::!:2.4 62.;士... 
M/F ，~ 14/6 15/4 12/10 
忍動脈鏑変

LAD 。 " " " I.CX 。 ? 6 " 民ぐA 。 a 5 B 
l筏 。 1.3 " 

g 

"宣
。 7 7 g 

3校 。 。 。 4 

LVEF 前 3:t.7.4 68.3:1:2咽4 52.4士，.・ 49.5士2.9.• 
LVEDP 11. 7士，. 10.2土'-' 13.0土，. 1五9土'-'・
I吃WP (5) 4.3:!:!.8 11 .0士L3・・ ，. .士1.5'• 

• : p<O.05 ・.: 1><0.01 平均士棟割降親愛

3 

。

日

制亀岡

n・9

安静時

ロ-ユ弓 1 

四 咽仙A咽
~ιo _19 n・2z
.: p<0.05 軸蝿四・

図 ，"働時叡よ出置動負術直後のM“ru'lnd偲
えられる.

安静時叩群以外では Maer¥lz'ind同と LVEDI'

との相関関係を際め信かった M"刊~' inde忠は心房

負荷を定量化する指標ではある しかし。左房負荷の

成閣として怠揚陸上払左房容積鋼大，左房:o.. 肥大
心房内伝噂隊司書なピ種々のものが考えられる川 単に

友甥庄のみがMacrw:'indcxの鎮定因子でないこと
じここに示した LVEDPは安鯵時に計測さ札たもの

であり，運動負荷音像のLVEDPとの比叡が金き九て

いないこkなどが膨響した可能性がある
以上より，湿動負荷畝届歳前後での M，~凶ど恥dext-
計測すること".左心傷能評価に有用な情報を与え，

これにより虚血性心疾患患者の臨床釣賃貸度や安.."

運動負荷直後

4 肝三手主'1弓

f引

"'" "-9 
A曙帽山崎
0.20 ....19 伺・n
.. ，‘0.05 '"均:1:....

心細院総を維定しうると考えた
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jE伽'roω巾 I197四 12: 235-240 
2) Goldman S， Tscl飴 Sand Cohn K: Marked 
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SMI患者に対する VEST負荷試験
現物効果の判定

羽図徳彦・野原隊司・

a 目的
白，hn"1弘Il型のs恥"'町民ardial ischcmia 
(SMJ)恩者についてそれぞれ鱒停車速続心験能モニタ

(VFST)を用いてアテノロ ルおよ"エソルジピン

の心観曜に及ぼす彫響"について評価した

E 対..および方法
高血!I症を有する SMI，Co巾η1!型恩者9名(労性 3

名女性6名，平均年齢61.4:t5ωに対してアテノ

ロール.!IIm1 1J月前後で VESTi毒事官下に.n冷水貧
荷依股.2>過倹気負荷畝織。3)肘"負荷践活貧..)ト

レヲドミル運動負荷獣般を範行した また隙l自性心筋

領塞症的MI)のSMI，Cohn 11抱強者 10名〈全例男性，
平均年紛 59.8主10.8)に対しては。」ニソルジピン服用

1カ月前後でVF.ST装着下に.nトレッドミル負荷
依験.2>内聞タレペリン繍伸検益"3)タピリダ毛

ル負荷鼠験を行ヲた このそ九ぞれに 30秒毎の白羽d

diasω，Hc vo)ume(EOV). end $Jlstolic volume(E$V)， 
町岡町伝聞ion(EF同変市. .よぴ血民心拍枇

心電関変包を検附した 冷水負荷'実験とは，氷水に闘

手首までa分間つ砂るλトレス負荷喰噛で来湘の交感
得屋 を緊袈させる過換気負荷訴脆"1 分間に 50~ の

深呼吸を3分間繰り返.せ，呼吸盤アルカロ シスと
し，カテコールアミンa支出および細胞内カルシウムイ
オンを上鼻させるストレス負荷鼠取である Cohn 1 
2巴患者に用いたゆ十第負荷鼠噛は，例えば10.0ωから願

に28ずつ引き覧会させ.その答えを 1分聞にできるだ

り多〈記旋すると‘勺たもので中継住に実感縛慨を刺

割腹する トレヲドミル負荷鉱駿;i:Brucc法で干肢の桜

労限界.あるいは4電箇上の虚血出現まで行った，

cohn 11型患者に用いた計算負荷隊隊は，‘内問タνぺ

..大多医学..，内伺

《〒風施京.市左京区思表現川I原町伺》

リy欄鮒検査用紙・を用いて前半 15分，休錘5分，後

半 10分の検査を行った。ジピリダモール負荷鼠駿ほ

.u旬閣モニタ 下に0..56作Ig!kgを4分聞かげて静注
した また解析はパックグラウンドとして左重鉱張末

期カウントの 15%の舗を刈いた

S結果
アテノロ』ル俊与群でl;t.役与1カ月後略縮問血

圧"張鋼血圧 ，.柏散は安静時1169土2の-138:1:
13.103土8-ω士15mmHg，泊士9-5S土10bcals! 
min{以下取位省略)1.冷水負荷訴験磨寺のp回 k値は

(230土32-185主19.122土15-99士14.81:t9-62土

防，計算負荷猷験時の"，.k値は(215企32-172:t 
17，12)土16'"93土14.78:tl0-・60全9)と有"に低下
を示した(p<O.05)過娩気負荷量式験でも.収納訓朗自反

と心鮒散が有意に低下を示したU1S士<!5- 152全

16.81土17-62土13.p<0.(5) またトレヲドミル負

荷院般のピーク時，即ちトνッドミル負荷似験鈴了直
前の収縮期血圧は有愈な改替を'"めタかったが(230.士

31-・ 20~ ま3日)。む鈎"は有愈に低下した (135土 11-

104土11.p<O.Oおまた遺働耐容能川膏窓C改善を示
した(1.1土1.1→ 8.'主1.6m;n，p<O.(5) 

EFは.'!<鯵降(54士8-60土6%(以下以依省略日

冷水負荷民放澗(37主16-48土61"よぴ11算負荷鼠験
時(43:1:9-49:1:5)で有意に改替を示した(p<o..05)

トレッドミル負荷鉱脈は.maximum F.F. l!Pち溜動負

荷玖厳'p-jt高い値を示した EF値およびトレッドミ
ルピ ク時EI'.終了直前の EFのいずれでもアテノロ

}ル投与前後で有意な"・を箆めなかった

次にアテノロ ル役与前後での EF，EDV， ESVの

各調負荷猷験ピ タ時における滑加率1 低下車を栂ぺ

丸冷ホ負荷試験伝らびに計算負荷賦取は1 酷 Vの増

加の但E貨が小さ〈なることにより EF"有窓に政"を
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Alen..loJ際問時およびni.uldipiM服用時それぞれについでのトレッ戸ミル運動負荷
院駿oubmu.h凶umpolntの血圧!心鏑徴。"の密化
よ段血圧>>よぴι，-I<l'度の眼叢前.の変化下段 EFo;搬船前後の変化〈民明文申)

図 1

司97:f:10)が有窓に低下し， EFも有窓に改普した
'<0土8→49=5，p<O.OS) ー方，ニソルグピン鳳周

時では血座議ぴにも寸台数に変わりなく EFのみ有窓に

改替を示した (3~ 土 10 ~ 42全H，ρ<O.OS)

S 考館
以ょの結集により同議剤とも安静時血圧の降反動娘

を留めた また種々ストレス負荷量式験については，虚

血改曹に伴う ESVの減少がEFの敬轡につながるこ

とが判明した トレッドミル運動負荷依験で，"， 商業

剣ともに運動耐容能は増加した また submaxiOlUln

pomtではアテノロールは服用的と比べて血庄.'L.'拍

費量，y低下並ぴに EFの上昇を認めたが，ニソルジピン

では血圧， ，υ拍数に変わりな<EFの上昇を寵.開繋

剤にむ機能改善作用の迎いを飽めた よって VESTIJ; 

SMI患者の正確な"断や。日常労作時を含.た各種の

ストレス時の薬剤選択を含めた池彼方針の決定に有動

金乎段となると考えられた"

5 却舷
J) Cohn PE: Silent myocardial iochemia: Calar 

i fi~atioll， vr"，valence and progll剛sis.Am  J Med 
1985;19(剖 ppI3A):2

2) Caprio LD: Acute effccts of Ni90Jdipinc， Pro 

示した

ユソルジピン役与縛め， .月後において安締時で

は収錨期血Eと舷張矧血Eが有憲』こ低下し(l33:t18 
司，2<コt19.79企lZ司 74::1:12. P < 0.05)。計算負荷鉱届a
c"収縮釧血圧のみ有窓に低下を示した(200:Jヒ<2→
171主22，PくO.I}!j) トνッドミル運動負荷彦鑓食ピ ク
時では。収舗網開血圧，怒張剣血圧，。拍敏のいずれに

も有意な改曹を認めなかった 還動耐容街路はニソルジ

ピン投与により有意に改脅した(U主2，0・8，'主L6
111m， pく0.05).EFは安静時145ニ"→53:t10)， トレ

ジドとルrrmXllnUII1 EF(~I 土9 → 61 ::t 1 3) 閃，k時

EF(33土'"→.0土11)，計算負荷時臼2Z8・40::t9)，
ジピリダモ ル負荷時(32コ日→ 40:t8)のすべてにお

いて有意な改警を示した(p<O凶)

次に ιソルジピン投与前後?の各組負荷院験ピ

ク時の EF，ESV，EDVの増加率，値下率について鯛べ

た アテノロール隠と岡崎長，計算負荷賦酸 ジピリダ

モール負荷鼠蹴両者ともに ESVの噌加の経度が小さ

くなるこ とによりEFは有意に改善を示した

図1陪，ト レッドミル運動負荷猷肢のo;ubmaximllJn

point，即ち運動終了直前のコン トロール左同じ負荷時

間で保則前後の血圧， む拍徴。 EFを比較したものであ

る アテノロ ル服用時では，血圧(225全27/101全"

→'"主24/84士14(sys.!diaJ)並びに心拍数033士16
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PTCA直後の冠予備能測定における
theophyllineの効果

大久保知之・ 三悶措司・ 国本lIIl砲・ 木下期・
高図修・ 和人幸子・ 石原正・大湾仲昭・

沼予備MlI:t，冠血管最大鉱彊時(peak)と安静時

(basclincJの怒血機震の比として算出され。冠動脈後

積病変の血行働節約評価の宿線として周いられてい

る"円'CA直後では，翠".団副長上，練準病変の良好
な鉱獲が0・られたにもかかわらず，沼予備滑fl1低下し
ていることが報告されているm 冠予備能低下の原因

として，baselineの冠血疏盆の柵加〈鍾々の血管作動物

質...血等による}と.""，kの君事血擁震の低下(冠a底抗
血管の織飽局常または，ぺ44手段血管での残存狭吻病変
などによる〉が考えられている PTCAiH後では，虚血

等による拍d<;:nu制服の噌却により"副'"'の君血涜

盆が均値加している田可能性がある したがって

adenc創恨の彫.を陰外した状mゼ薗予備能が制定さ
れるのなら.定予備艇陪より正確な驚血行動鯵的野価

の錨婦となる可能性があるそこで..是々 IHτCA直

後に，，"引回 eの鎗抗叢である theophy1line(T)を綾

与し。その前後で沼予備僻を測定し倹射した

8 芳元器
対由良は， PTCA に成功 した労作陸線ゆ~49 例にAD
S参列3s仇食M例平勾年鯵 62土7蛾)左越動燃造

修にて"曾を留めなかった胸錆錐飯野5例および湾動

脈線""0例ゆ非候補血管筏似す照瞬 ."例."7 
例.'1'勾年齢臼土9雌}である対*血管校l;t， Ct¥D 

Zキでは.LAO 23 s'弘 LCX13例.RCA 13例で。対照

"では.LAD 7 iJlJ. LCX 2 fIJ， RCA 6例であった
ドプラーガイ Fワイヤー(Flow;問Cariometrics)を

""血管筏の宋輸に留隠し平向怒血糠巡度(APV，

'"ぴ心会測定した APVの測定".対側騰では冠動脈

巡修fi.CAD群で11.PTCA後iO分に P̂Vが安定
した伏臨で符った 冠予備能を papave両院iOπ沼同

大阻判明 1醐何一一日

冠動脈内注入時(peak)のAPVと凶蛤Ii恨の APV

の比から求めた その後.T(3 mg/kg)を静脈内役与

し. 5分後に遜予備艇の測定を行った

， .. 鍵
この研究を週し，心令当数，平勾血圧には，有意な変

化を包めなかった{表1).T投与前.b.副，reのAPV

は.CAD~肱"白紙鮮に比ぺ有意に (p<O.Ol)高かった

が，peakのAPVは河瞬間に量産を...なかった(表

]). T役与後，baselineAPVは。商務ともに鑑下した

がCAonで低下の観度が大，い傾向にあった{表

1 ). p倒 kの APV"嗣群慨に皇室を認め舎かった{裂

け。冠予備能は.T役与陶~. CAO(2.1主0.7)鮮は対閥

幹(3.4企0.8)に比ぺ有志に(p<o.oo])低下していた

(園 ]).T役与後，対照時は(3.5土0.1)と T役与闘と

変化を示さ伝かったのE対し， CAOI1(2.4玄0.9)は

TIi与"に比べ有意に(p<O∞ひょ界した(図"

8 場後
この研究では.過去の製告制と悶繍PTCA直後の冠

予備総は低値を示した sru捻山胞のAPV1;1:. PTCA 

直後は対網野と比厳し高かった;t)f. P.館kのAPVは

CAD鮮と対闘併で獲を認めなかったことより，冠予備

健低下の原留として PTCA直後のbaselineのAPV

のよ昇が増えられる との状鑓で.，旬。CSIll~の指鉱叢

である theophyllineを投与すると.peokAPV r;;t変化

しなかったがbaselineのAPVは低下し。その結集，

冠予備能は上昇した このことより.Pれ:A直後の
'"誕lineAPV上昇に adeJ1的6ine;t)f胤与していること
が推療さ札る以上より.PTCA直後での冠予備調定

11. theuphyJl師役与下に必いて.窓血行動舗をより正

価に符価する可能性がある
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心拍敵0.，回jmin)
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I!I t Theophy11ine(T)銚与前後で冠予鋪能lま対照書躍では変化しなか
った均三 CADI揮で上昇した

s 文献
1) Dcychak YA， and Wa皿 rmanAG: D叩pJer
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蜘 alto coronary stenc回一atedwith 
re¥'町sible出a!liumperfu凶ion.Am f{，切nJ 
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心不全患者の運動耐容能および神経体液性因子

に及ぽすスピロノラク トンの効果

凱l藤雅彦・ 野口法保・ 面谷樽紀・ 尾鱗就 ・

衣川徹・ 仮本辰彦・ 荻野和秀・ 縮図裕之・

小竹寛・3客様裕人“ 軍政司fl火・

""ミ全治療として ACE医脅剤とループ利尿剤がー

般的に広〈使われているが..返.リウム保持色利尿

剤のスピロノヲタトンを追加する三剣併用練法が盟緩

慢性心不全に有用との線舎が認められる"剖今回中

等症録性心不全処者におけるスピロノラタトン併用銀

法の効家を倹討するため，ループ利尿剤と ACE阻轡

網役与中の慢色"不全a者にスピロノラタトン25
"，1臼.16週院の追加投与を行い。自覚曜状，関検塗
，.鎖，運動耐容憾および神経体議性因子に及隠す効M再
会検討した

S対象主方建
急位心す企ttd:1心不全¢急性増惑にで入院"'.. 

後，外来週院中吻慢性む午金患者8名(全例拷性 平均

年."ω主5-'lJ，NYHA心犠能分煩1111(6例).III度
(291Jゅの症例を対織とした "鍵心篠勉は鉱夜型心筋
鋸5例，瞬間性心筋使.，例であった タレアチユン

Zmg/dl以上の鴨..能障害例"対，.より隊タ干した全

例フロセミド ，エナヲプリルの役与を受げて必，.2 

例を除8ジ.タリス復刻の扱与を受付ていたが，カリ

ウム腿栴同役与されている症例はなかった スピロノ

ラタ トン25π"，1自.16週間の役与前後でNYHA心
畿日雌分傾.腕lIlX線検金，心繊超音滋倹査を行ヲた

選圏自負荷依験は呼気ガス分析下に，坐位自転車エルゴ

メータ にて‘分間同Warmln鉱ゅの後. 1分間に負

荷.-rlQwatlずつ噌加させる ramp負荷を症候限界

性に行った 上腕動頒留置針より 安鯵臥床および遍

動ピ タ崎に録血し，血績ノルエビネフリ/.血筑レ

ーン話盤。アンジオテンシン11.アルドステロ〆滋度

鳥取大学催者ド侮01内斜
内田 紳耐町 制

“共演術院

内問削西中央，.，叫

金調定した スピロノラタトン役与後佐役与制と同一

条件下に心筋違動負荷銃蹴を砿倹した。

5結果
スピロノラクトン役与前後で'. 8例中2例に
NYHA心根能分額上の改替が認められた役与前後

で志房径，左宝依自民末期径.収縮末期径に有"な変化

は留められず。鉱凶分画にも有意な変化は認められな

かった。胸爺X線上心胸郭比は有窓ふと線小した{袋

1 1 
スピロノラタトン役与前後で雄動ピーク時の遮勤時

間(8.4:1:0.8vs， 8.~土0.9 分. n， s.)と workrate (94土
11 vS: 96念15watt. n叫には援を留めなかった.AT 
必よぴp岨 kψo.，ま有意な変加を示きず。O，pulseにも

有意な変化が留められなかった(図" 安勝時および

運動ピーク時の血嫌ノルエピネフリン，νニン活錐".
スピロノヲタトン投与後に有意によ昇した 安砂時の

プルドステロンは増加傾向を示した{図"

5 者鍍および8宮崎
ACE阻害臨網とル プ'.尿剤の役与を受砂ている中
等盆慢性4汗全患者を対象にスピロノヲタトンの慢性
併問効泉舎倹射したところ.NYHA-ut襲能分鎮の改
替と心胸，制定の錨小が'"められた これ"スピ0ノラ

クトンの利尿作刷に萎づ〈効架であると考えられた

スぜロノラタトン役与前後において心街湿国防負荷餓験

上AT，peak Vo" 0，凹1闘には変化会認めず.l駆動
樹容能の改普憾認められなかった λピロノラクト y

砿曹の遺位尿鋼管でアルドステロン受容体k指祝して

筑アルドステロン作周を畠するた・O.血中アルドステ

ロン撮，.は上舛し.レーンアンジ才テンシン系怯見か

付上服務化されることが予期される“ 本線射におい

てむ スピロノラクトン投与後に安静時むよぴ速働時
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~，心ヱコ閣および七4開化の変化

Z買 自 ストぜJ投ロ与ノ附ヲク 役与後 p value 

心玉ヨー困帽概

左房建 (mm) 34.3士宮z ~.，土 L8 n.s. 
左軍拡唖末期恒 imm) 5皐 3:1:2.0 57.5士" M 

左直昭輔末期径 (mm) 46. (土2咽9 44.3士，.， ，.. 

軍出分画 (%1 40.4士，.， 47.4土;.， " 
"街栂化 '%1 ".，宜u 国 4士u p<O.OI 

震度歯1(11平均玄偲皐根差告示す同.&:nOI slgn自icant

画調""E・No.) O. PUlS8 

，m凶."怖咽】 {剛山坤剖}

2・r " 
8 

" 
e 

/ 。.，.銭与与柄後
。 。
"冒t " Pee~ Rest Aγ Peak 

図 1 スピロノ，クトμ銚与網後の温動崎優縄問明，.釘よぴ司自*腺の量化

R~ 安修鱒， AT: AT(anaerobic threshoω時，
同開k 運動ピタ時

NE 'RA ATlI ALD 

伊glmo
3500 

(ngfmllhr) 

・ ヨ3
{岬耐}
60 

岬同

" 
3α'" 

25∞ 
25 鈎

2<lC 

ー " 
50 

2<l 

ν 
40 

倉制'" "日3
"引 30 

" 
1田

，.∞; 
倉O

RESTPEAK 
O 
REST PEAK o REST PEAK 問

問
問問一一図 2 スピロノラタ トン綾:.lJttfll:おける還勤時ノルZピネフ'J:'-(NR)，レZン活性(PRA)，

アンクオチyシ:.-n(ATn)， およびアルドステD:'-(ALU)の尿路
，.誠"併時，p，同肱 運動ピ タ，*， .p<O.05vsN:与摘。 'p<O.lvs俊与前
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運動負荷試酸時非梗軍事部ST上昇例の

冠動脈病変の予測

Q虐待1l1li0)変ヒを倫相思として

d嚇僧星雲・ 大村雄，.. 捜本書昭・ 仲図御子・ 魚住簿舵・

定図湾之・ 阿怒哀也・ 沓'P久来1・ 久保典史・
安麓貫'1・ 腸本理解明・ "芥脈久・ 斎藤宗滑・

".防負荷以お憎の葬梗.. 宮部STよ昇が盤IiCl血の所

見であることIJ.， Braunwald"， GlldbeTiげ~，、

tcher"らもそろって網開欄するところであるとの場合

高度な纏質的鎗動順調阿変に釜づ〈虚血であれば.提量動

脈盗彫.含む集中治穫の開始。g鑓ましいが.一フ方写で遁

.鵬崎"傍包'沼，.繍の司可'11能E絵も4考'えられる
のs決食定に際してu附脅の'霞監別企が戸必'裏耳となるが'負荷時
の心電図変化から忽動眠術変の鑑別を恨みた廠舎は見

られないI 方，心倉野...令書奥心唯発作時のQT時間
延長陪鴎陳よしばしば笹.貧するところでおり.QT雄
畏は心筋虚血の繍憾のひとつと考えられる山ぞとで

今回世々は，温動負荷に帽し非"'..偲ST上...来し

た症例において.QT崎帽の変化から冠動鴨筒夜明予
...市I艇か苔か.般討した
， "・とフ'"
対a農は温勘負荷"'"マスター宮嶋弘トレッドミル.
た蝕エルゴメーター以属機}に隠し非製趨侮でー造住に

0.1 mV以上のST上昇を沼め，その後何時間以判に

忽動脈a・院を箱行し得た"'"例である金例とも負符
鼠風鈴7・8にエトログリセリン.使用している 週量動
負荷時の"甥毒む.. 図記録より，負祖母前.ST上昇時

.よぴ ST が超級巳復した時の 3 点~QT 時間を測定

し，高度罷賓的窓綱変の有無によるQT変化の制過を
検針した ζこで高度..質的沼術隻は.+分震のニト

ログリセリン冠全家信長実測85%以上の冠動帳..噌ある

いは血絵・を示すものと，..した

， ...民
対u 者."院のうち高11ft質的建鋳省官を認めたも
のは 12~島{以下，鑑賞術度終止よぷ>.認め"かヲたも

自筒..犬.付a犬曾冨銀包ンター心峰血・"
{守閣時開酬 1叫

0')1;:' 11 ~色〈以下非製貿術変昨とよ.1:)であった 負荷u
.時のQT，の鑑番多を各併で検肘したところ，非鶴賀

病変醇で陪負荷OJ.STよ昇防 ST回復時の3点で"

が見られ会かったのに対し柵慣例"..で1;1ST回復

降点のQT，が食槽前に比べ宥恕に延長していた{負
荷附0.399主0.02，ST回復時。“8.:tO.030，p< 
O閃1 翻 1，2)

そこで. ，与盆例の負荷前QT，をX舗。 ST回復時
QT，をY舗にしてプロッ卜すると，y=xのラインお
よびY""O.42のラインを境界として閥解lよほほ分隠

された(図" 轟賓術室"では非鱒賀病変鮮に比ぺ

• 10..1 

.~ 

u 

.u 
単一 → r 8 

Y "咽抽1... .'.la. "・.. 
国 1曽費電網E騨12名のQT，

10..1 M・
.軸4

.~ 

.u 

•• γ "・闘酬・帽~匂・... .，主.. ...... 
国 2 ".・盟副宣酔白書~"'，
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のノルエピネフリン， νニン活性陪省"によ界し。安
併時のアルドステロン}志向田加踊淘を示した

s文蹴
1) van V肘etAA， Dunker AJM， Nal1ta JJP 低 .1
相 ronol醐 ne m COll酬ive heart fai¥ure 
陀 fractory10 bigh-dose loop dimモtic副首dlow-

帥……時四戸耐bitor
Am J Cardiω，11993; 71: 21 A.-28A 
2) Dahlstrom U and Karlssαn E: Captopril and 

spironolactone出erapyin patientli wi出向frac

tory co昭銅山eheart fai lur~. C.." Ther ~加
19的2:51:23路一'"
3) Zannad F: Angioはe剖n--conv芭rtingenzyme in 

hibi初rand spironolacto叩ecombinauon thほ~"

new obiecti阿倍加。例噂国則veheart failure tre制
聞陶向t.Am J白rdiol皿13:71:34A-39A
4) He岨 nJ， Abraham WT， Dt町JA，et al: Ald国
terone 111 cong，尉tiveheart faUure. analys氾。t

a舵 rminantsand role in船〈白山n閉館sion.Am 
! Nephrol 1鈎I; 11 : 441-446 
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L-7ルギニン静脈注射による自律神経活動の影響

ベL抽震動解析による検討

野村昌弘・ 中置費・・量安部克介・岸史子・斎藤 懲・

三好宏和・西線哲也・出鮫中道子・大木鈴・伊東進・

Lーアルギエン由来の 島町'2習慣例0)は 内皮細胞

自来弛緩園子(EDRF)左して， :t.t:，非アドレナリン，

非コリ r作動笹神経の媒介図乎左して血管平滑筋を弛

緩することにより，また神経細胞聞の cGMPを介す

る情報伝達物賓として循環調節に関与ずるととが吻ち

かになっている1間今回，設々は，街E愛イソソルピド

(JSDNlおよびNOの前駆物質である L アルギニン

(L-Arg)の役与による自律働経機能に対する彫響につ

いて，心鎗変動解析を用いて検討を行った

s 対象釘よび方法
健常ポラム〆ティ H 対象主して， L-Argを30，含

有した3伺 rnl織液点滴役与(8例 :L-Arg群)および

ISDNを 5rn，含有したぬ，rnl点 E荷役与'"'時

ISDN静)を行った 点蘭針鮒入に伴う自律神経系へ

の彫響を遣."るために 生礎的食場水を3<>分間使与

したうえでL-Argあるいは ISDNをJ<)分聞にて役

与した

安静時かち静脈内点滅役与終了まで仰臥位の安野

でホルタ->U電図を記録した配録した心電図波形は，

長時関心電図配縁角厚相時義軍{フクグ電子社製ホルター

ワ クステ ション，DMW一割)00H)を周いて再生し

心電図RR間隔データをパーソナルヨンぜユ タ

(NEC980l)に.，佃ケープル(RS-232C)を介して転送

した 心拍変動解析は，フクダ電子社製スペクトル解

続ソフトを用いて。 5分毎に RR間隔変勧係敏

(CV..)， RR，・1 低周波成分(LF power: 0.04-0.15 

Hz) ，高周波成分(HFpower : O. 15-0.40 Hz)および

LF!HF比を求めた周波微解析は'"む勲を用いた

徳島大掌医参傾倒防2内線

問 符嫌気，.学

町 一 2持"

g飴果
1心拍変動時系列解析による検肘

ISDN俊与にて RR.は投与前06i:5.2l.15分後
(13.5土0.3)，30分後(12.5:t3.2)，CV.，は投与制

(4.3:1:0.2 %)， 1.';分後(5.3全0.8%)， 30分後(4. 8主

0.1 %)と有意な変動を示さなかった -1r， L-Arg投

与にて。 RR..は役与前(!7.8企7.5)，15分後(羽 9土

8.8)， 30分後(23. 4主8.9)，CV..は投与前(..2企0.'

%)， 15分後(5.2主0.6%)，30分後(4.9:tO.7%)と有
意に増加した(p<Q.05)

2. ，CA由変動スペクトル解府による検討

図1にISDNおよびL-Arg役与前後の LFpow創

HF powerおよびLF!HF比を示す LF pow町は
rSDNおよび L-Arg役与にて ISDN群およびL-Arg

鮮とも巳有志区噌加した(p<0.05)，HF powerは，

ISDN 詳では有意拡変動を示さなかったがI L-Amg群

では投与開始5分後より有窓に網目加を示した1，<
0.051. LF/HF比は ISDN群およびL-Arg静とも巳
役与後に有意に増加を示した(p<O.05)

s 考感
心拍変動スペク トル解析は.c.-1I悶 RR間隔の変卸成

分を各周波歎ごと忙検射する方法で， 0.25 Hzおよび

0.1 Hzにぜ クをもっ特徴ある周波紋帯峻が分肉離で

き.それぞれ HFμ."'およびLFpoweすと呼ばれ
る HF成分はむ舷商交感神緩によって線介され，その

power値は副交路神経レベルを反映する また，LF 

戸 W"，は交感紳経と劃交感神経の両者が反映される

が.LFIHF比ま交感伸径のレベルを反映するト町

志研究では， ISDN役与にて交感柳Eνペルを反映

する LFpower傭およびLF/HF比が欄加した これ

は.ISDN投与応よる血管績を慢に伴う反射性の交感神

経首位の冗進と者えられ。 Mallianiちの報告とー致し
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• p.O.05 m・'"土"
関 ，.蜘俊イソソルピド"'ぴLーアルギニ〆総与にお1:tl>oC:サ自震動スペクト凡....待
碗.ィソソルピド ISDN， Lアルギニ::.-:L-Ar，i. A: ISDN tII:.与，B:L-Arglll:与

た" しかし L-A唱役与では， LF )XIW町およびLF/

HF比IllSDN役与と問機に役与後に噌加を示した

が，岡崎に副受信得綴欝裂を示す HF凹 W貯の有窓会

噌加もみられた さらに，心納記事系列解析においても

副交届神経複能をあらわずcv，.およびRR..I;I， L 
Acg縁与後に増加を示した.血管で".ノルアVレナ

リン脅伝濯物賓とする収縮性の交慰神経の存在は切ら

かであるが，副実感性の血管"復性神経の滞在は膨め

られていない今巨の険制より.LーアルギニンINO経
路が~んらかの神経伝遺物賓として作用し剛交銀神経

緊強4をもたらしている可能性がある左考えられた

5結纏
Lーアルギ二ンINO経路は。血管鑑張作用以外に自
槍神経系への作局.あり.神経伝遺物賓として作用し

ている可能性が示唆された

s文献
1) Palmer RMJ. Ashωn DS and Moncada S 

Vasculaぱ endothelialαll5synth闘'"山tf1(

oxid也fromL-arginine. Nature 1拘"お3: 664 

'" 2) Toda N: Relaxant respollSe$ 10 Ira凶 mural
stimulation aoo nioo舗、eofdoga困問nkey

C併をbralarterie怠 AmJ 1町内層10/19l12; 243 
H U5-153 

3) Saye11l B. McA: Analy由 ofh凶川ratevariabi1 
ity. Ergrmom悶 1973: 16: 17-32 

4) Hayano j. Sakakibara Y， Yamada A， et al ""同Cyof a髭田町四tof cardiac V31!:a! tone 
by heart rate variabi1iIY in nonn刷l剖凶ects.A>II 

f凸rdiulW91 : 67 : 199-204 
5) Pal1anI M， L訓 bardiF， Guzzetti 5， et al : Power 

包岡田l叩 l向島 ofheart Tate and art醐 l
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o~vagaJ interaction in man and CQ惟綱引O凶 d"
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最大エントロピー法(MEM)による

運動負荷時心拍変動スペク卜ル解析

長山穆俊・ 武山純郎・凋綿宏明・山昭智広・

金井隆之・斎藤朗・厳悶良範・片桐敏・

近年，む姶変動スペクトル緋析(HRV)を周いた自律

神経機能のE平価が普及し，有用性が噌えられているが

週動負荷における HRVの報告は少ないまた。従来の

解析法の中心である FFTほ解析棒切限界色して約2

分間同データ量を必要とし，運動中の目的的変化の解析

には越さない 我々俗少ないデータにおいても高い分

解舵が得られる燈大エントロピ 法(ME.".t)による還
動負荷中の HRYを鉱みた

5 方滋
対象は韮鴛4例。労作性狭心症.. 開陳l自性心筋梗

.3例。肥大a臨む筋，.，例。その他2例の計20例(男
".息女..弘年働51.2土14.2歳).Bruce滋あるい
"トレヲドミルm開法を用いて鹿候限界往還動負荷

隊"を施行した RR間隔は Marquette社製CaaIS 

のTTL出力から GMS社製S況R"5に 1kHzの

5amp1ina-rateでA/D変換後。パーソナルコンピュー
タに転送し駆動トラえト社製MemCalc100。を周

い，30秒毎のヂ タを解折した HRV 1:低周濠成分

I. F(O.O・~O .15 Hz)および高崎波成分((1.15-0.010

H"のパワースペタトル積分依(P$D)!:その比LFI

HFの鐘障害変化を倹附した

g鎗.. 
解析時間剛院の登による問Dの変化を示す〈図

1 ). iE常例に~"る負荷中の PSD f: 30 移'， 1 ~}， 2

分毎の解析から裂すと.LF， HFの両者とも解訴時聞

が長〈なる主観崎市聞での解衡を移勘写均して得られる

ような僚となり.l'に結いて懸念きれる解折時怖が

短いこ と区よる PSDの過小解価はないと考えられ

た.この盤側におWるPSDはLF，HF!:も安併時にあ

，'"回大学医写阪第3内斜
(T J(2 .:f:1l晶川区.の曾 1-5-8)

る程度の繍らgを昼しながら運動嶋拍後濁やかに減少
レはじめ，中害事度以 kの負荷レペルではほとんど"，"
や近で経過し 負荷鍵了後は緩徐な悶債を呈した 図

2には""健常男性例と""男性E腿叩槍噌"症
候静例を示した Jともに運動開始後LF，HFは減少し，

運動中は働，"付近で経過したが。日舵flmenl/er皮・実

務例では HFpowerは安静時より低舗を示し，非常に

低負荷強度から滅少しはじめ.悶置期には LF，HFと
もい〈つかの加00を認めたまた両者において LF/

HFの鐙鱒変化に陪】定の傾向を寵めなかった 以ょ

の舗な傾向は他の症例でも同様でるり，運勧負荷ゅの

陪 Dの隆明変化の特徴を示すと 1)LF， HFとも中毎

度以上の運動強度では疾也君整はな〈“'"付近で経過

する 2)HFの滋少する遺きは疾患により2撃がある可
能性がある。"回復期の PSD の""~，は棋風登よ りも

負荷強度による遣をと勾えられるー。LFIHFの経時変

化には一定の傾向を飽めない，であった

5 考司R

"動運動時の自律初級活・めは同炉等度の運動活温度まで

は副交感神経活動の初制が趨こり それ以後陪女宿御

笹沼動の"過が超ζるとされる叫 これは HRVを用

いた検附でもある績度指示きれている附 HFpow，"，r 

が逃走神経活動を捜していることに鋼諭はないが従

来交感神経活酌問錨.とされてきた ιF/HFに関して

俗運動中に堵加しないという縄管もあり静儒はー定で

桔役い本研究では HFの変化ほ従衆の被告と問厳選

動開始後速やかに減少したが LFIHFには一定の傾

向を留めなかった この原因として LF!HFが運動ゅ
の裂傷神経活動を反映しないと曾うのU簡単だが そ

の附に本研究の周聞配点と して次のことが撃げられる

ぞれは今回用いた解析周放・配布相院が主に安静碍に使用

される周波徴穆騒を用いているこ とである Perini 
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運動選手にお貯る心拍数変動と

心肺運動負荷試験に関する検討

高潮凡平・ 栗回明・ 上畑昭".三谷秀樹・

西岡利彦・ ホ吉広和・ 里村公生・ 中村治雄・

運動選手では畠律神経活動の程，.を示すむ拍数変動

指慣が健常者に比ぺ高価であることや円運動ト ν

ニングがぺ:-t官数変動衛視を増加させることカ."報告さ
れている しかしこれ玄でに，運動の種自とむJ台数変
動指標の関係，および運動の纏霞別に心掛自"変動鋪標

とむ嚇運動負荷餓酸の結寮を比較検肘した線告は少な

い そこで本研究でほ，呉なった径回の運動選手の心

拍数変動指繍を闘ぺ.また心肺運動負荷綜織の結果と

む拍鮫変動侮繍の関係を検討した。

5対.および方法
対象は.固体畿のνスリング選手10例(21:t2.)お
よび近代五極湿手 10例(20:t2蛾〉とした
む拍数護費指網"の君事定のため.24時間ホルターむ電
図を Ml!rQuetteHo1ter systemにて記録し，同社製心

拍数変動副tware 醐 Aにて解析し， time domain 

およびfrequencydomainの各む鋪"変動指栂を求め

だ Time d.白羽目n自信舗として跡。 meanRR SDNN 
50ANN. 50. rM550(それぞれ11111)，pNN 50(%)を

求め frequencydo庁国m僧療としては"嗣1(0.01-1.0

H~) ， low (O .O同 O.15H~l ， high frequeJ1陀yspectra 

(O.15-0.40Hzlをそれぞれ求め， low f:問quencyと

high frequ市首cyspectraの比(LF!HF)も算出した

心"運動食荷隙験は，仰臥位自転車エルゴメ タ

E戒厳を周~'. Rode社製品ルゴメーター装置にで4分

間のウtームアップ後に 1分毎にM ワットずつ漸拘留

する .~ηptom-limit!lの運動負荷綜験とした 呼気ガ

ス分析に陣チェスト社製分析g揺を飼い最大酸素羽鳥取量
およびV-slop吃訟により鎗気性代目財閥値を潤定した。

醐聞大学醐1内側

{字国間岬 3ーの

5結果
代表的 18の種目期のト レーニング内容を袋1に示

した レスリング還手ではI 午前中ほ駆け足，筋力ト

ν』ニング，午後スバ リングであった 一方，近代
玄償還手で".午前中は馬術，射...プスンシング，

牛後はクロスカントリ ー。水泳であうた

同省自選手の心臓速..負荷賦験， time domainおよ

びf.問問neydomain心拍数変動閣僚の結集を表2に

示す 運動耐容時間...大酸素祭取..および嫌気世代

附関値のいずれの指標もレスリング選手に比べ近代五

種選手に有意に犬である傾向""められた また time

domain およびfrequencydomain心約数変動欄標の

比較では!心腕運動負荷猷験の結果とは逆に.rr四 n
RR. 50. rM5SD. pNN 5Uはレスリング選乎に有意に
高値で，SONN， 5DANNも高備である傾向がS留めら

れた きら忙 total5保田ra，low freQ官。"および

high f開 QuencyS'関ct"はいずれもレスリング選手に

有志な高値を矛し LF!HFはレス ')ング還手に低備

でるった

レスリング選手と近代玄種選手で心腕運動負荷猷畿

の館果k心柏数変動欄僚が奥なる動閉を示したので。

各績目別に心拍数変劃揃僚と心府運動貧荷喰絹貧の結果

左¢関係を闘べた(褒3I νスリング選手陪おりる両
者¢関係では.meanRRと鰻大酸素摂取量および機気

g. ， 還鑑蝿事鶴自創のトレーニング内容
l レスシグ 近、豆橿

AM ISkm走 馬術

筋力トレ ー工、グ 射観

'M Iヌバーリング
ブzンシング

クロスカ yトリー

(j5xm走)

水泳"冊。.1
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器製 2 レ，リング寄与およ"""""遣手にお"る<.備軍隊禽荷網"と<1鴨臓量調初・・の比創

レス廿ング轟宇 近代茸橿選手

心肺量動量荷賦蹟

置凪酎害時間ω 内3%59 '"土"・
最大・R軍摂取量，v，嘩:mllminlklll 謁自士..， 開 6土6.1'
岨軍世代町岡値(Vo.;ml/mlnlkg) 21.3:H.S 40.5士2.¥' 
心拍融監動指個

M岨nRR(rr面l 894:t18 '"'士"・
SDNN(m叫 '"土日 '"土"
阜DANN(ms) ".土日 1国土"

SD'π凶} 9S:t23 河土"・

rMSSD(m尉 "土師 括主宮・

，NN開t克】 '8<叩 13:t6‘ 
T，岨l司隅t国加国} "宜" "宜"
Low f~伺晴間F 町南回'mOJ 部剖白

"ま"
High fr明 U佃，'".配'n'回叫 "企7 U:t3・
H'/HF 1.60:0.12 1. 9~宜骨"・

M閉 ま凪 ・，<0悩"νスリング軒

. !I.l レスIJ:..-グ還手における心錯峰量動綱網と時刻コザ，分針舗網降

の根回岡崎健

量大陸膏擾取量，V~】 揮~盤代町聞置 (Vo.)

M岨，.， ，'0‘..・ 0=骨円‘

SDNN ."'0.40 ，=0.46 
SDANN rzO.O '.00.48 
SD ，"0.踊 ，=札~

.MSSD ，=凪~ '=0.12 
，NN剖 ..札口i .=0.11 
TS ，=日... '=0.32 
LF .=0.12 ，.，担

HF ，"0.01 ."'0.15 
LF/HF ，000.43 .=0日

'Il<O師

.2ほ近代1i橿遣軍手1:811る心繍鎗史刷崎.と・円出ス分欄損
の編劇即日・

量穴陸常損取量(Vo.) 幅艶世代耐闇値(Vo，)

M目白.， .=-0.16 r=(L02 

SDNN '=0.2唖 ，=ー目制

SDANN ，"'0.15 ..冊。.. 
SD ，=申回 t=0.16 
rMSSD ，=-0羽 ，=-0価
pNN 50 .=-0.33 r田 -O.lI

TS ，=骨 師 ，"0.33 
LF ..0町 ，"'0.36 
HF ，=-(1.43 .=-0.03 
LF/In' .=0凪 ，.-0.03 
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: 第四国循環器負荷研究会

.， 肥大・虚血

1)隆盛高血圧症の心肥大進展予測としての Tread耐))運動負荷鼠験の有用性

一運動負荷レベルk血圧反応からの検肘

帝京大学

"運動負荷玖験時非tl!M!!ftiST上昇例の冠動脈病変の予測

-QT時聞の変化を婚"として

自愉医桝大学

"運動負荷'''TJ心筋ECTにおげる多校病変判別のための指欄

商問典子，ほか 1 

4林信彦， ほip......3 

双紙屋斜大学倉図千弘， ほIJ>......5 

PTCA成功例の再挟窄調定にお"る運動負荷鼠験の有用性

久留米大学

.n負荷方注
5)高齢者ト νγ ドミル運動負荷プロトコ ルの開発

健常高齢者と£点息患者との比絞

聖マリアンナ医科大学

"心臓リハピリアーションにおける一定心鈎負荷法の開発

国立循環塑嫡センター研究所

7)新しいトレッドミル心肺運動獄殿プロトコ ルの検肘
属国保健衛生大学

8)運動負荷心電図での Macruz'ind胆の有用性

.m藁剣関係
9) SMI患者に対するVEST負荷氏験

一難物効果の判定

10) 

岩手医科大学

.a大学

欄 阜商，ほか 8 

d紛邦光，ほか 11 

池団安"'. }ま，>“ 14

中野 博， '"温 17

S誕 義仁， fl 1)，，， ....ZO 

羽図鑑11.ほ治、 23 

PTCA置後の思予備舵畑定におげる山田phyllineの効果

大阪医斜大学 大久保知之， }まtp.......26 

II)心不全盛者の運動耐容能および伸包括本渡性因子に及ぼすスピロノラタトンの効巣

鳥取文学加藤雅彦，ほか 28 

.1V.8・9・，&
12) Lアルギニン静脈注射による自律神経活動の彫'

心拍変動解訴による翁針ー

徳島大学 野村昌弘，ほか 31 

13)般大エントロピー法 (MEM)による運動負荷時心拍変動スペクトル解析

昭和大学長山雄俊，ほか " 

J4)運動薄手にお砂る心拍数変動とω飾運動負荷畝載に闘する倹討

防筒医絢に唱，~ 高潮凡平."か 37 

15)正受容体反射婚受性と運動負荷時血圧・心拍応答の関係

園恵臨調大学

.v厳策擬取
16)坐位自転車エルゴメ タ 運動による緑高隊司，.. 取量的の

下肢J/Jlエネルギー代謝の検討

"P-MRSを飼いてー

北湯温大学

I7)本臨性高血圧血者の運動時ならびに回復mの侠気涜理
利歎山県立録制大写

18)婦なるこ橿の負荷法に対する 01ESの樗混住の倹お
-0筒h法と Bn<e原法による比較ー

名古屋大学

."磁調医疲取 AT 

19)ランプ負荷時血祭乳酸動鰯のシミュνーシaン

山形大学

福間g礎知."か 41 

沖図司E-，ほか " 

ー・爪俊事1.ほか 47 

馬絹礼三.ほか 50 

山口一郎，ほか 52 

20)ニ俊化炭素倹気当量(YE!VCO.lの変化のパターンと運動耐容憾の
関係についての倹肘

山口穴字 古谷雄司，ほか " 

21)心快感例にお付る選動能力および関瞳錨舗の経年変化

筑麗記念病院 ヨ街麟 巧，ほか 弱

22) PTMCによる運動中止理由の変化と換気線式

.山隊胸護側大学 石漸 久也，ほか " 

.JU 心ヰ金 ・~.伺能

23)心不全患者におけるステップ負荷時血行動銅の野鏑

自立網棚・mセyタ

24)心不全症例における可溶性厘趨横死因子レセプターの意義

トレッドミル運動負荷前後の検討ー

25)左心耳血税への心捻散の影智
心.. ベーシングによる倹肘ー

山形大学

炎筒大学

中山泰徳，ほか 62 

'臨海俗之，ほか 65 

木1¥..久，ほか 飽
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S 考線
以上の結果より.ST回復時点でのQT.誕長は高tr

4同質的怒動脈病変の存在を示唆する鋼板と考えられ
た QT時間の延長に陪血中篭制賓の変化や織物専

極々の獲困が闘与するが， i.>S!I血もそのー綱になる
と考えられている削高度医質的窓側慌による STよ

"に隠しては負荷ゆ止後もむ箇11'"が遅延し.5T函
復時点でのQT廷鍵.来す可能性が唱えられる 適齢

負荷鼠取において非...鶴ST..t:1Jを楽し.ST回復

時点でQTが延長している絹合は，高度鶴男的窓術変

の可能性が衡し集中治療の開始が盤卑しいと考えら

れる

I I暗商
運動負荷試酸時に非使容自由5T.t鼻.認めた・合，
5T回復時点でQTが延長している復例で院高度也実

的忍術変金有する可艇伎が高い

.... におげる'"回復時"'，/負荷前

"'，~比腿

..，崎聖..・2・...
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'T回復時QT.が有志に延長して.り(器質病変群

0.4411主0ω10.砕機質病変約0.390全0.025，p< 

oω1 図')， ~た 5T 回復時 QT，の負荷前 QT. に

討する比も..，町病変"で延長していた{出費術""

1. 123玄0.06市."穆質病変欝0.959土0.059，p< 

0.001園5)

さらに.5T回復時点でのQT延長から冠動脈鏑変

の予酬がどのN!r可能か検討してみたまず.5T悶復

時点でのQTc>O・21少を高度貴重動脈病変の信販....
とすると媛'f8'%特典trlω%で高度栂剣的認街

賓の予聞が盲J健であったまた.5T回復時QTcl負荷
N/QTc> 1 *診断~..とした相合払感度 1ω%. 特

異度75%で高度欄賞病変の予測が可能で>0た
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色代剣闘値との聞にも有窓のEの相関関係が.11mほ

domain指援のうち SDNN，SDANN， SO !::ζれらの

聞に'''''の相関関係を示す傾向が得られた。 方近

代"!I塁手にnltる'官接では心微微変動指衝と般大.. 

調健省略取.nよぴ峰"笠代劇陶健との聞広I;I;-);包の側価
格留められなかった

園1に岡橿目の代袋例を示T.O徳政変動鏑".ν
スリングヨ手に，心腕運動負荷臥駿の...倍近代五!I

選手に大であった

a 宥律
νスリング選手では近代豆組選手に比ぺ，通勤耐容
院日間，般大磁調."取..鋼庫銀佳代町鯛鐘が有1<"低値

であったが.2同時制心..図より得られた'UfI'Ilk変動鍋
繍は有窓に高値を示した.息た，心鈎量生夜働術.と心

肺週動負荷鉱験の関係を調べるとレスリング選手でu
相保関係を示す傾向が慰められたが.近代".むI乎で

は"められなかった νλリング選手では比較的a町

obicなトレーニングが多し近代豆銀選手ではaero-
bic J1よぴanaerobicなトレ ニングが混在している

槽J) したがって acrobic~レーニングの』止のZ障が

本研究におげるレスリング還手と近代五組選手の宮徳

神録犠舵と'"勝運動観能との関係"鱒鳴を来たした可

能性が考え侮る防'0"らみも1;1:，athlete と~効細胞"

例の比較で11athleteにおいて心鋪飲"動指標が高値
でるるとして泊。 .M館筒m~制ら 1: ， aerobにfitnlョー
の良好信ものほど心嶋敬変動指梅が高値であるとし，

心始祖変鋤におよぽすaerobicな温鋤岬e・を述ぺで
いるさらにGoldsmith"，'喝悶僚の知見を得ている

こ仇らの輔告'"ド研究の儲果に近い.

以上より，鴎槍神経..艇と心闘運動自民維の関係"温

勘祖国ととにaerob陀トνーユング等のトレ ニング

後弐により拠依るととが示唆された

5文献
" 臥xonEM， e.弐tal:Neur剖町四atlo羽。f恥包同
rate variabiJity in endurance athletes a岡野"'"

tary controls.白rdia““ RI/$1992 : 26 : 712 
2) Meerwnan RED. et al: Hω" rale variabi川町
and acrobic fitr智徳 AmHCf1rlJ 1鈎3:125:726
3) Goldsmlth Rl.. et al: Compar・90nof ;M-Itour 
parasympa血 IJCact・叫yin end師叶同1刷

，，'凶trained)'0凶.rn切払jA.CCI切2:20 : ~2
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庄受容体反射感受性と

運動負荷時血圧 ・心拍応答の関係

継問"矧 即断橋・寄付霊登・葉梨憂矢・ 曾翁弥生・多国緒美子・

佐野純子 芳藤勉 車問芳樹・宗像-，盤・早川弘ー・

運動負荷"のむ血管系の民'5を規定するひとつの因
子として持騒色調節慢備が準げられるが.運動負荷時

の神経性因子の役割の隣組は明らかでない。そこで

写実々は，運動負荷袴の繍耳慣削節に対する待鹿住因子の

関与を静価するため，軍事な神経性循縁関節俊樹障であ

る匡受理事体反射の概艇を湖定し溜動負荷時血圧心..，

応答との関係金調ぺた

s対・と方i溢
対象はB町民e法による Trcadmi11遵動負術鼠験に
~いで stage 11以上の負荷が可艇であった 22例(男

15侠L女7例，年.62%8.>で，金例に剣し逼動負
荷鉱脈と""容体度射.."色調定鉱扇.同間期に実絡

した 対象にほ心不全例および虚似性も嘆息例は含ま

れていない

運働負荷鋲峨はTreadmi11訟にて。 2認験ア，箆U

B刊~のプロ トコールに益づいて行った.取締期血圧

と心街散を負荷附および負荷開始から stage1It!了時

(関山由後6分}まで1分毎に測定し，運動魚網開始後各

時点の血亙心鎗の負荷"に，守する%増紅唱を"mし
評価した.

医受容体反射感受性(BRS)1:. a支局伸陸刺破損臨で

ある pheny蛤仰d叫 2.D-4.0pg/kg)笹野鵬的役与後

の易医(4SBPmmHglに対して生じる"受容体反射

を介したむ電図RR閃周延民反応(.dRRlT羽目}によっ

て求のたmRS:LlRR/ilSBl' IT冶edmmHgl

， .曲集。BRS.!:運動負荷時血E応.，吻関係は，運動負荷開
始後 1分に抱いて T'"-0.463 (p<O凶)の貧組閣関係

を示したが.開始後6分では有志均欄"聞係は見られ

・日志摩縄文司..，肉斜

【干 113.刻...成区千弘本 2・5】

"かった(幽1) このI3RSと血圧応答の相周関係を

負荷中 1分毎に検射すると貧相調関係を示すのU開始

後 l分のみで.sta.o;:e J[以薦出弱い正初閣関係が見ら

れた

BRS .!:運動負荷時心鈎応答の繍係は運動負何開始

後 1分および6分に邸いて.それぞれr"'0.434(p< 

O郎〉と r=O偲3(p<O.OIlの有奪盆正裕噛関係を示

した(図引 この正相関関係は負術中の1分毎の検討

においても stage1 .i5よぴstageJ[を週して保たれ

た

2)BRS t負荷時血亙・心鈎応答に修・.およぽす背
鰻悶予告検討するため。針íft~ BRS 良好勝{BRS孟5

m鈴e/mmHg)12例と BRS不良僻fBRS<5mscほ/

mmHII)10例の2君事に分け比鮫した

BRS 良好群と不奥野の閣には.匁齢I 後.事官尿病#

よぴ高血圧合併期度，遺働負荷量，運動負荷ゆ止型車自

に.，."めαかヲコた.
8RSと渥動負術時応5の関係は.BRS良好E揮では

負荷開納後1分の BRSと収縮朗自庫増加aの負担明
関係(r'"-0.514)および BRSと1分 ・6分のむ給数

t酋加耳障の亙相関閣僚〈各々r=O.501.r=O.6191は明ら

かであヲたが。 BRS不良鮮では網開関係はなかった

s 埼京
本研究の鯖黒から， pheny怜仰吋"'により求めた

sRS 1.1;遂動負荷時の血11'心鎗略苔と官僚に関連する

ことが明らかになった

BRSと置動負荷時血圧応答の関係..負荷早期{負

荷開始後 1分}に陪負欄側関係を示し。血圧を安定化さ

せるた.にII受容体反射が樋慢したが，以後その関係
は消失した. これは匡受容体反射が運動負荷の思潮に

のみ本来の機能金繰たし.その後貧脅に嵐広した紋飽

食纏縛し血圧は上界すると場えられる B，明。wらに
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• 。。• s 旬。 T・却 " " " BRS 
，m制阿mmHI凶

国 2 a畳容体反射車受性E負荷暗.，(，帝時普の聞係

よれば。運動負荷中BRSは急週に低下するととを報
告。しており，袋々の結採と矛膚しない

BRS左負荷時心給直答の関係lま負荷♀朔より開始
後6分まで定相関関係を保ち線材たこの慢序として!

本研究で附いた BRSはがlenyJepllri階俊与後の界庇
に対ずる匡受容体反射を介したむ臓副愛媛神経緊張を

指栂として.り，医受容体の織健>tもに心臓副受籍

神経..艇をも表すことがそのー図と考えられる

臨床約背景図子と運動負荷紙験成績はBRS良好鮮
と不良野聞で登を"めなかったが.BRSと負荷時血
圧 心鈎応答の栂間関係は.BRS良好欝では認められ
たのに何し，不良鮮では相周を示き留かった このこ

とは，正受容体反射ほBRSが良好に反応するならば，
負荷時血圧 む鎗応答に働能するが，不良例では負荷

時応答が御録性以外の因子に強〈彫.される ことを示

すと考えられる

負荷開始6骨

l'a‘， } 

d 
。 r・0.321，M 

a 。

'" 。白， . 
。 。

も。

。
。

e • 曇 叩

" " " 
羽 " 

BRS 加.Klmmt句1

負荷開始6分
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ノ/ • 。。

E町 。
附

組

調r 。。
。
。 a " 唱e 舗 " 円胃M・dmZE 

BRS 
("" ..... mmHg) 

運動負荷中における庄受容体反射lムその複絡が低

〈闘節系としての役劃は少ないとみ〈まされてきたが"

鍾近の報告によれば，犀受容体反射の作動点が有E倒
に"沼伐されるた綱飢餓能がー見低下して測定される

がそのgain1;1;変わらずω血行動態を側節することが
明らかになった酬今色温動負荷に適応するために

神峰性幽子が釦何伝る循環関節倒閣を果たしているの

か，またその臨床釣窓穫を明らかにするため，選動負

荷『併のBRS測定や様性因子との関連色を倹討すべき
である左考え令れる

S 鎗箇
PhenyJephrine践による亙受容体反射感受性主運動
負荷時血ff• ，(，48.応答との関係を闘ぺた結集，神経性
循環調節は運動負荷時においても個拠能し，血圧 心相

応答に~.を与えると考えられた
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坐位自転車ヱルゴメーター運動による

最高殴索摂取量時の下肢筋エネJレギー代謝の検討

~11' - lI-1HS を用いて

神図孝一・ 大坪光典・ 米沢ー也・ 西島宏隆・ 北島蹴・

運動障奪回骨絡筋代砲について，これまで多〈の研究

が筋生倹や "P-MagncticRl'SOnance Sヤectro成。"
(MRS)を用いて行われてきた銭々も前腕ゃ 下回の筋

肉を中心に研究を行ってSたが， MRSでは装置の限

界のため小さな..の局所運動が対.となり，媛大酸業

復取aに豆るような大きな留の還勘を線療する口こと
は図鯵であった }方自寄生繍1':1111約でるり また

運動中の生績が菌鍵なためa医大;>.畑幸のデ タを正確
に民粛することはできなかった近年.Harrisら制唯，

E血によって ，ho制民間山町(PCr)の代衡を緩国間

停止できる二左を仮明した この方法は mctabolic

t"氾拠法制左呼ばれているがI 続々は本滋t-MRSに
応問し。非侵線的に坐彼自転車エルヲャメーターによる

a医大運動到達時の骨緒筋代衝を観策した さらに同運
動に1311る大腿協と下露筋の代町の遣いを腐ぺた

8対.. 
対a院は男子学生7人(年前2U:l.S雌じ身長 17U:l:: 
3.0cm，体&62.6::!:5.0kg).M民議置はシーメンス

社製 M3Rnelom1.5 T(アスヲ)。直後細川nの表制

コイルを周いた

S コ写i透
l対飴筋の安静時MRAベクトルを訓定したー 2

MR 穫量外で坐位自転l!fヱルゴメ ーターを用いて

Ramp負荷を行った 3.'医大運動費還時に2∞mmHg
の庄で大腿'7を眠時に膨らまぜ，下肢を医血し，岡
崎に運動を中止した 4すみやかむ畿験者を MR装置

へ徹送し MRスベクトルを調注した〈金阻血時間隊約

4分間以内>.，他臼 還動負荷"にて同じ運動を行

-北陶酔柑帽醐酬倒

(守醐酬市北区北"醐門目】

い，最大敵策担聴取a，l!f気位代附関備などを測定した
また，"鍵実験として組血後の下肢骨絡箇スベクトル

"微分間変化しないことを確認した

metabolic freeze 
1 

• 
まs
3・
之

o 

五

岡山自動白山

CIl 1 lt!et..b..lie fr関回途 T腿厩厳選動何分間同定常
遺勘)鈴7"，大掴巳.産省したカ7'陸関間同c:!Iiらま
せ飽血した径のPC.とpHの賓と
包血後円ごrとpHはほとんど定化していない
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附 同 v

rest 凶<.・7，07 pH~6 .97 
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γ a a γ 
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坐位白隠怠エルゴメータ 民よる艦大量四鱒MRスペク'ルの変化
大圏四則麟では pe，がほぼ格調・し。，Hが著切に低下しでいるのに比ぺ(友九下層三麟笛でIlPCr. pHの変化
"程度であヮた(右)

醐...... 山 一トに...ホ.胴の
担壁盟型竺旦旦沼里主
Th俳 C.II

~.， ，，' P闘山rut 

制.IiiU}~::r"，ーター叫帽岨・蜘

陥調度化

胃..'怜 c・"

‘図 s大........では金測でP印刷おま給渇している(よ
図左)会主臨書留... では金銅で署胡に，Hが低下して
いるb'.下'.=11聞で"・.. 初度化で~る{下霊D
ー時岬靴して時/間+PC，】惜した
・鏑鰻潤内pH1.1， 6ち+1011(..-3 .27) I (5ω .， 
" 1.1 PC.に針ずる Pi(鍵.，ン)peakの位置

r・・e 院政 '・" ~" 
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8舗展
坐位臼"*~ルゴメーターによる.大運動時の.. 慢

データ"次の通りである.大ゐ繍隊 18<コt印刷、

.大work rale 出土U..5watl..大R:I.14金

0.04， .大酸"耳~.:49.9ま9.2. .Ji.食代樹開催

3Z.2J;?7n州川U同

I Md・boUc(r鍵鍵
穆 1"。下健三頭筋の局所連動何分間の定常温魁》

の憾に"""加licfr~定u を行ヲた鮪娠である週動中
止と陶聞記阻血.行い. 6分聞の経過金調べたが，

陀 r，pH ItJl動終n.の儲から11'んど変化していな
い.悶Zは.代表例の坐位自転車エルブメータ によ

る康大温酌到還時の MR スベクトルでôb~. t医大選働
時に大畠悶悶舗で1;1:， 1司c，シグナルがほぼ捌失してお
り， pll 41 7.07から6.49と著例に低下している ー

方下民三扇厨で1:;It.曾に経い変化のみである ζの

ようK坐位自毎週区エルゴメ ター遭動でほ大風惨と下

lUIlの~.，レギー代舗に大..遭いがあるこ tがわか

る金例のPCr.pHの度化を図3に示す.・大湿動時

に大腿凶顕鰭で".金例PC祉が底ぽ給褐レていたが，

下腿:::a.舗では平淘して後度の減少のみでおった ま

た.，医大沼働時のpH1;1大圏悶lI1JIfにて平淘7.03から

6.51 e著明記低下していたが， 下血三買首筋でU平均

7.03から・ 89と・速度の低下のみでめった 以上のこ

tから金身"・と轡えられている袋!IlO伝広エルゴメ
ターのiII&\'限界他大量四甑鏑の~ネルギ一代劇の限

界に強〈関連しているこkが緩修された そこで，よ
り目常的伝道勤に近いトνヲド ミルでUどのようにな
っているか1例につ.. ・ぺてみた.トレッドミルl'

Br~t牽1:: Balke援の2返りの方法で行った Balke 
，.，" トν" ミルスピ←ド.-定にして傾斜のみ
を噂してい〈むので。 .. 後まで歩〈プロト 2ールであ

る.ー方.Bn岨eで".，陸後に後届貧者"食るこ'"仕

る 2つのトνヲドミル1::b. 3. ""ゴメータ ， '"夏

"に下鳳三厩宿区鈍いてより大倉 <PCr bt低下して

いた(8n皿 0.23.Balke: 0耐しかし陀，"鯵

iI，院でに"重ヮていなかヲた とのこ&からトレフド

ミル温働の劇界。傘下肢骨格筋のエネル4ー代謝の限界
で"な〈 心路復能Gどその他の図子に聞過している

と考えられた

5・‘・
n !¥.Ietabωlic f.，創出ft:t"l'-MRSによ'坐位8・E
*1ルゴメーターもごよる.大遷鋤到調色"の，...筋代樹
を観周慢で8た."大畠図碩篤で11pu' 11隠ぽ格褐し

pHの低下が*.かヲたが，下瞳三思晴ではIIII:の変

化しか阪のなかヲた 坐依自伝車エルゴメーターによ

る温勘の限界院大砲四顕筋のエホルギー代砲の限卵に

益〈聞過していると考えられる
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本態性高血圧患者の運動時ならびに回復期の換気充進

欄爪俊和・ 有国勝峻・ 谷河精=・ 佐谷修・ 羽野卓三・西岡~-JlIl'

高血圧息者にお"る陽.01'注に還動が取り入れられ
動廉を上げている"が，運動にともなう，.. ，の変動が

""血圧省と腐なるか密かについては穆告は少ない

.. 高殿葉自慢取量が""血圧者に比ミ高血圧息省では笹

，.低下旬し.."佳代a闘が峨大"すると帽告されてい
る.ー方.性心不全患者で陪運動時の."の克遣など

についても多〈の..".同がある しかし高血庄患者

でほ.運動鱒の繍気先進に闘する絡告"見られない

そこで今回晴々は高血圧息者において遺動に対するa
"の光道について"""血圧者と比較した

S 対..と3階建
対象M末治療の本.. 性高血1EIl宥(日臥 WHO1-

11M. 14 例， ~II 例。女3例} とE需血圧宥(N". 13 
例.男120弘女1例}で，年闘はH'草51:11..NIt! 
017 :i:9歳であった ."令官舎血圧はH群1騎士19/9H:9
mmHg. N群'"主"関全7mmHgであった運動負

荷低金位自飯事エルプメ タ 【Combi232C)による

症候限界性湯治負荷を施行(2Sワットより開始. 2分

温厚に 25ワット調脱会・3した 心・閤 血圧は1分毎に測

定した ミナト社製RM2加による呼気ガス分析を併

用し検気指慣として厳繍療取t(vo.l.ニ般化炭素排
総量(VCO.).鎗気量(VE)を運動鈴了後S分まで連続

濁定した. 2 仰に~いで観気街帽の働般を比厳し.さ

らに遭動中8よぴ回復期の VE-VCO.関係か...困

舗による傾き告求め".で比観した統計学的検定に

'"倹定を伺い.p<O.05を者."した

s錨"
(J)連動耐容総選動縛a~/III，運動負荷で H'乳 N

勝間の有窓会'"まなかった

一・府政山則史E壁"大学舗・E内側
何帥帽山市帽7同

ω続無館側の動l!I:ft高VO"VCO.. VEは耐携で
有怠獲を留めなかった(園1) 運動終ア 5分後では

vo，およびVEの安"時からの変uがともにHI!
で有窓に大きし還鋤俗Tttでは VO.およびVEの安

僻時νペルへの回復が遅延していた{図1)
(3IvE-V∞" s10pe 掬併にa州る代袋例で運動中
ならびに機了後の VE-VCQ， slopeを閤2に来す

(悶2) 還動に対する換気応答としての VE-VCo.
SI OD噌を 21写で比製すると，日"が 34 .4ゴ~4.7 ， N群が
27.2主'.2とH"で禽窓に高かった また選動鰐γ後
の VE-Vco.slopeもH騨33.4土4.9，NM-27.5企
...でH群が宵窓に尚かヲた{闘Jl.

8 考.. 
高血圧患者でほ陶圧線迭の-，.として運動療法の施

要性が臨機されている":(11，高血圧息者の運動時心腕

鰻織が""血圧者とどのように異なるかほ明砲では.

い.高血圧息警では..高酸策筏取a止の低下'や健気佳
代舗の克遣の存a"':iJIJe・，.. もているか".今回の研究
のよう盆倹気の先進については鱒告がみられない還

勤時の襖気の元議松Sullivanら" H叫，~ちへ中西
ち川こより心不全例において VE-VCO，を換気の指棚

として報告されている 今回の研究で"高血庄8者で
も遭動による ψE-VCO，slopeが商舗を示し.運動局

に畿""完遂することが示された またこの様気先進

が溜・曲線了時にも Vo，ゃ VEの安静時νペルへの回

復運延に鱒与する可能性bbると場えられた

高血圧a障者で陪左ヨ'"環能低下による左宣鉱夜光欄
庄は上昇がみられるnζ とから 運動障害にはむ不全例

の血行動・に鏑似する ζ とも響えられる そのため心

不全例と伺織に倹無血鈍比不鈎等分布なピの雌""1と
より.."が汎論値することも考えられる しかし.高血

医患者でゆ働侃他学受容体の峰受性光過により倹"が
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偲後期，j砂にお4する!II!I¥循舗の安鯵時からの変化.
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「ド@刷寸 「憾 寸

VE 

r p<O.C・寸
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3》
凶
〉

俳句町 "'附 阿2・"" ". '" 
聞 ' 量... ・7・"苛よびI"IU・分にIm~.ll./..
よ餓温島健7時11)VO" voo.. VEUI IJ 高血旺If.N" 軍需血A傍}
下瞬 間11M'還.終了後"分に."る"働時からの.鈍島僧緩の変化震

During e)(8lα担 相 overy

HT5R処'"・・pe40.55 
同2包aω

ω 緊芳生7・
R"2.. 0.99 

コ
..j 2 r .. 

ぷ〆iEb- y 師 鍾M凶〉
-10E開.制.，.. 
R'2.0.89 

' VCOt (L/min) 
2 

。。 ， 2 
VCOz (L/min) 

3 
0 • 

関2温理問命信らびに巴11Mに制するh:-vco，闘偏(症例昼景)
& 遥動中右園智朗(趨動鈴了後s多..で}
仇淀制 drc~ /)1正樹首血圧者のl例'{'， c10aed cln:leが"'1lI1I.e曾の I例.釈す
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D， 円ng8.耳ercis申 Recovery 

a， 駒，p<O.ol寸 ， p<O訓寸
. 附

:1 r.ミ
伺 •• •• 

a .. . . . --.. --畠 晶dh4・ 調• • -2・ • . ， . 

• 舗 • 
"ヨ惇 NI薄 H欝 NI薄

薗 2 竃動中ならびに回復聞におけfIVr;:-¥，CO. 810，，" 
左・運動巾，右;田恒聞{週勘終了睡5分宜で)

IH群高血E群.N群.正常血E群1

元通する可様性ηも考えられており，心不全例とは異

なる繊序の存在も考えられる 今閣の鰐・'"晦床約に

む不全を8たすよう な重篤な症例院ないため，運動に

よる血Z上昇や循環...の変化より.，."中継の異常
も否定でーない ー般に，."の促進はこ鹿化炭..がも

っと も猫ぃ彫・をもっ慣が 高血箆息宥ではこの二般

化炭素に対する倹集中継の反応性が変化している可能

性も考えられた しかし今回の研携では働脈血二酸化

炭繍分座や呼気終末ニ般化炭素分度金どについての検

討を行っていないため，ニ磁化炭識に対する呼吸中僚

の反応性については解明されたわ"ではない 重たこ

のような醐団地体にとってどのような怠軒も

つのかも明らかではなし 今後これらの点を解明する

必'ーがあると帯えられた

S 文献
J) Nel90n L. J四 ngsGL， &;ler MD， d al: Effects 
。(changingle時 Isof凶卵icalHctivity on blood 
"国岡山何，Mm四川町田'"陣

tension. Lanctl 1986 : li : 473-476 

2) Fargard R， Stae包騰n1 and Amery A : Maximal 
aerobic pσwer in割削tlal h~rten~io礼 J

h悼"'"附 1988: 6 筋9総S
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運動負荷201Tl心筋ECTにお付る

多枝病変判別のための指標

倉岡千弘・ 走株制度・ 岡山憲 ・ 正問栄. .蝿It-" fi際原 e・"

， '"'と目的
運動負荷心・園に限らず.. ・負荷a・'TI心筋タンチ

においても多筏鋳震の肉定""易で惨ない これ.で。

広・"''''TI"11. 1$.，.・'TI.慣の噌加."'TI左...
のー過性鉱六."守".い臨し事の全体的低下"ど複々

な箱根が多段鍋度も L< は.~HIJ.e廃血の槍幽のた

めに.噂されているゆ" これらの繍慣"J[いに栂扮ー

する可憐性が高<.勿舗，全ての得繍4佐野価する必J!
は偉い。今回の繍討のE的は。 ζれ令指欄の中から週

動負荷絢'TIむ"ECTに.げる多線網度判例のため

の・遺伝繍・."びだすことでM.

， Ifaと方櫨
用碍期に..動負荷"'Tl心筋F.cT1:.思働腺il8-t'
a汗した週後110例を対"とし危縫.... 遭修所見It.
".滑変"例. 1敏病1'''例.2敏筒1'''倒 3般
病変17例であヲた.塵位自転車エルゴメーターによる

多験岡崎潮崎・9険循を行'>.胸痛・重盆不聾脈血犀低下-
W9tt' end阿"とした 負荷鍵711U耐に剛TI'約
‘ma.t主し.負荷後75分後&・'"町役から"々 ，
負荷車"・と遷員摘を・g除した ・マ1心筋ECTの.. "yカメラを..，，.回転し認方向から 1方向20
秒収集にて行ヲた

剛TI心筒以:rに.材る局所左箆心筋の'・'TI取り

込み".玄室心筋B.滋区分割し"・械の抑TI象績
をlE織のaから高度低下のOまで・段階にスコア化し
て".した このよう往復覚的野舗により負荷直後像

から遅延・へ&ス" の増反附包めら....傘.かっ.

.，時個..綱大司，..内同
.&恒例文字
t〒・31-31 Jtt島市..町'"畑}
.・・関..十字綱院内“
1.欄剛市酬..，哨

ロ，~加-en1ial profileana1帥績による washoωrate
の民需低下金伴う時，その領域応造住欠損を露。る

&判定した負荷直後像に."，る制TI・9盗みスコア

の合・ItUnilial島町ω."ぴに.ー過俊欠制民を示した領

域のスコアの湖国加分の合併'dS=叫.求めた。飾野

制τ，.81:1:.竃俊正面像で左輩ω舗と節貯に関心領蟻
を置き.そのカクνト比【Lunll/lleart)により"価し

た また.負荷直後像の友"中央にあたる水平長敏餅

網において，左重取心を週る左室長摘との量日省線上で

心u側主側壁のpeak e刷 nl~忠告求・O. その巨.. 
(ln;tla1 W楢山》からを禽~イズ."偏した開穏に週

遁除にお付.，.宣ザイズ C[kla)'ωWidthl~求め. ー

過包uサイズの度化a<dw凶.h'" Initial Width-
Delayed Wld山}を舞踊したiαTCumferentialprofile 
樹叫y・1・で攻めた w.ゅ加utrIIt・・金.‘で健需省の
正常下限{開制-25D)を下回る時.決い幽し温院の金

体的低下(d・"0山。wwaahout国附があるt判定
したさらに.負荷奮後の体馳繍断像にMいて左重量量。

左重也.tJJ.l/右筋野にlE方修の関心鎖蟻を...そ

のカウント像'3々 M. C. U~齢制し それらの比
(ClM. UM， UC)~"幽した刷

よ毘の 1剛山15，沼崎.dScofe.L.u崎IHe温同 In;t;.1

W泊め 4w拙h，DSW， ClM. UM， .oよtfL/cの野
9鋼の柵繍区ついて，橿鹿沼耐脈綾散との関係を

ANOVAまた除x'・定により解併し.さらに齢9倫
僚の中から多陵情"の有無金調別でaる担立した指.
.鋭... 官。泊酎minanlIInlly輔により家めた織
定"有i_*O・1;1:p<・...した

8 ・・a民
国1に示すように，いずれの...，摘息繍変枝"に

より有...を偲めた{全て ANQVAItたはt繍定で
p<O.OU.そこで，金9鎗鍋から，多枝網.. の判別図
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異なる二種の負荷法に対する OIESの再現性の検討
Duh法と Bruce原注による比殿

馬綱引し三・ 長野焚子・ 後，.纏E・ 長嶋lE宵・ 繍図克弘・-

小児の日常生訴にMける週駆動線式の特徴のひとつと

して.warmmg uρなしでいき信り強い選動を開鈎す

ることが知られているltしたがって，トレッドミル遜
動負荷畝織のプロトコ ルとして広""いれている

Bru白峰や Ramll訟のような漏噌負荷プロトコ ル

院小児の運動様式含必ずしbよく捜しているものでは

ない 観々の組依では以前より。このような運動械式

にでSるだ付近い負荷方法として D.. "訟"を用いて

いるとれ1;1:， Bn広々援のステージ 1から1"でを 15

e刻みに 1分間で侠了をせ。 :分後にステ ジVにな
るようにし.'"を各ステージ3分ごとによげてい〈

というものである との O，.. hプロ jトコールで繕られ

る心敏応暑は，到達心舗散や，負荷後の回復のしかた

などの点でs=.批問憾のものであることが知ら
れているが川呼気ガス分舗の館街舗がこれら 2つの

負荷法巳よって求めた鳩合にどの観度ー致するかにつ

いてU報告されていない今回グ研究の自的IJ.Bl'lI(:c 

B告と Da~t告という 2舗の負荷法によって呼気ガス分

析の鰯術僚を求払その河現役を倹約するζとである

自 対・と方途

対al<l:，心m中隔欠自民症の術前またほ術後症例弘繍
倹査によって溢置心疾患を沓定された胸繍症例.選動

によって消失した心室綱外収1III>例司容の当斜受診盛例

13名でhる禽何方法"sn山原訟とDa.b法の 2・

のトレy ドミル負荷プロトコールを周b、自覚的.大

負荷まで行ヲた 2つの負担貯績査の周聞は約1組閣と

いその順序はランダムとした呼気ガス分析妓置は

ミナト社製A.E280 t-周".各呼吸館に降ら仇たヂ
タを 15秒毎に平均して解析に周いた呼気ガス分析の

'.si';.大，握手伝小児川附

" 問 8・3医師
【司F ・~ 名省島市河町抑区・・町~，

パラメータ U.最大白鷺，，，.量(peakVO，)，負荷鈴
宋.M....<関akVIO. I!ltl.拠値(VATJ.鯵滞緩忍効週四
勾配(OIESl'eJUぃ合わせて俵大'"錨敏(peakHR) 
も5恨めた t.r.tl， VATI:ニ般化S句集.."当t(VEI
vco.)が.".ぜず，酸繍袋気当t{VE!VQ.)iJ1仰締約
金婚加 ζ舵じる点の政調関g略取2止によって求・I'.l".01ES 
は負荷中の酸婦領取量(VO.) を.~.(VE)の対数倒

徴として袋した'"の1"項についての保微を則い

た"ヂ司タ陪平均健'"111恒登でg慢した"負荷主農に
よって求めたパラメ タ 平崎健の比般には対応のあ

るt検定.mぃ，紺闘の倹定には・小白熊訟を鯛いた
危慣率0・5以下をもって統計学的じ獅.. 鐙るりと判
定した

. .庫県

2繍の負荷訟で求めた拠咽kHR. peak Vo"およ

びOIESの平陶鍋聞記"省窟な登を留め省かったが

peak VEとVATは0，，，，訟によって求めた信の方が

高かった(褒J) また.VAT以外の各抱楓はこれら

，..の負術援で求めた組の聞には有，，~相関を毘の

た 特に 01田 U両負荷以援聞の組関係徴が0_93と.

p"ak Vo.よりも高い枢闘を示した(表 1) 

OIES暗いずれの負荷法で求めた場合bpeak Vo. 

k良好な伺闘を示したのに対し.VATI:Bruce滋で

京めた頃合のみに peakVo，と弱い欄鯛を示したのみ

であり.Da!!b法で求。た VATt Pl'ak VO，の幽に隠

有:t:t.r偲闘を飽めなかった(表2)

8考療

筆者ちの施訟で1'.以前より小児の温動負荷統麟と
してO温'"法によるトνッドミル運動負荷を行っても2
るが，本負荷法の利点は(，)小児の目併の運勧複式に

より"いこと.(b)他の負荷法に比して倹査時閣が短



"'''' '"企" 1.550土200

表2・気a・"'咽.. 領;UJ.1・旬震と.大量聞鯛調院

VAT:.気周鍋.0' 
peak Vo.: .医大厳粛S略取量

〈てすむこと， (c)・穴心拍敏や負荷後の閥復パタ

ン白血匡の反応・は小児の侮織的な負荷誌である

B=.配同様のものが得られること等があげられ
る" ，帝国の舗果では.*負荷禄によ勺で求めた牌，k

VO， およびOiESはBn1C:e1i畿で*めたものと間待で

あり，連動樹容能の解舗を目的とした・舎に必いても

D包'"法は有用であることが示された
一般にVAT11貧曹の浴大が急であれば浦町い値を示

すと曾おれており，今回の繍療でも.D.由法に~いて

B~零棒より商い値が得られている“ このように.

VATIU・eるプロトヨ四ルに対する胃現性や"，k
vo"の相測が乏しし小児のiO働耐容飽の術"とし
ての制M司a・u偉いk考えられる.
一方.0町田は2つの負荷誌で*めた値の聞に.関.k
vo，o上回る極めで良好な再処世を寵めた その理由

ペノ慎 Vol.28 SUPPL.5 (19%) 51 

VAT α臣

36. ，剖 8 23.9主5.1 36.5土6.'
札.

のひとつとして.Olf訟を".大負荷でほぼ正確な算

出が可能であるために負荷強度の遣いによって彫.を

受妙るこkが少ないのに対し 自覚的最大負荷に毒づ

< peak VO官の鞠定払絡に億洋働小児の喝合.検警や
観駿宥の毛~ペーシa ンに左右されるところが大であ

るζ&が考えられる。

これらの結集から.最大負荷会必要&せずに求めら

れる温動耐容能の鐘徳として VATとのoi田.比般
した時，少な〈とも小児においては OIESのほうが負

荷法の&響を受けに(( 使いやすい織織であると考

えられる

e文献
"畏鋤志賀.，孟か運酌負荷心電図小児医学

1991 : 24 : 855-871 "、Vassenna司 K，Hanse司 )E.Sue DY， et al 
Prindp!問。fexere出 t舗 tingand interpritation. 

2nd ed. PliiJadelphia，凶削附庶民 1捌

“-;;5 
""・礼三，ほか週勧負荷中の橡.，.と...，略取

，.の関係に詮自した新しい還働耐容院の循栂

(QIES) 心.1995:勿{特別号s) 凋"

.)砂川樗史小児の運動負荷テスト。 Annual

R~時間循環器 "93 中外医学払 1鈎3.183 
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ランプ負荷時血援乳酸動績のシミュレーション

山口-Ill<・4、低栄 ・宮'光地・・

血嶋乳僧楓，.が一定以上の着動強，.に対して術数凋

徴的弗竃a変化する現象隊以前から知られてきた
が刷，その嶋序金定.釣に2定例した・・"0"い本研
究の目的"選動場乳'"車生・..ヨ長崎観民ついての知見

をそデル化して"ミ昆νーν，ンヨ健..を行い，上""
直錬現...，合理型的に忠明可能か窃かを績11ずるこ左で
ある

. .・Z依縁念
IV.蝉~，らの AT 概念によると. ...闘"に.."
B内で..鰍...民切に温鋼誕生さnた....出三般会.が水
質僕イ.ンk現..，.に解・し.水調健"*ン"・".. ィォ
yで・・町舎れて*と炭10#ス... 乳...監と炭酸ガ
ス"血中に鉱蝕し.前者憾....するが後者"呼気に悌

幽される.ー週の反応は分子νぺルで""の防係に
あり したがって乳A度過剰盤生.11~lIInス辺倒同俳椴

盆と・しし後者の測定により定忽解値でSる

血ゆからの現鹿島富去に関して 舞々"下政運働時の

よ厳働".....・a度比ゐつ.，・去司障が運動偉度に僚
らず"ぽ-JI!.!:.の知見を得ている" このことほ学"

..介する瑚総監敵現&に対応するゐので，この動箪

が金a・の循環にtiいても成り立っと仮定した

'方.. 
・術者...定してランプ踊荷時(25W/m川の呼吸

動・・...，のように限定した象仲l)とのから好気

的に鹿金書れる度障がス.倉晦夢欄の関徹色して褒され

る Ut3はり AT以降の炭酸ガス自陣織盤倉晴樹の関
敏として針第きれ僻気舗に窓生8札た分...し引 〈

.山.大学鴎司p・‘AIl蓋JI*， .. 銅."山修司肺幅削薗 2-2-2)

..天...契盆網.. ，...…山ω

a・8シξ..ーシaンの争仲
一') ~略・2値観~.u 11予.に誕XlmL/mln宛富・M・組
ずる

"・...盛金畠過uじて・'"不.
"濁・・3分俊民AT.以"のv.ロ プの傾きUI.4で
自由息

."皆働崎~.~陵all lt 1.0mmoνL 
"・・・血..凶3.0Lで不在
"乱・過劇..，主."・"過馴飾雄主量的にも時間河内

ば.・しも'.
ηa・・去...度に比例する【倫ヨ隆司区3闘"-i!)

ζとによラて乳厳産生に伴う過制御調障が尊かれる " 

より，この過刷分を気体調官微で除して乳閣官虚生霊{そ

ル'"附側の関..として得られる

今闘の毛ヂルでは健司需に穆在する血吸をーつの"

.((¥lm例代町奮nt)/::仮定した・俣野価対a慢であるa

..乳..・!tu:..ゅの.. 乳・.，量51の血...で険し
て僻，摩される。血・度中の総乳.."心と51から京め
られる.，..，‘から.AT以降では土配の量生霊を鴎聞

積分した.. 宛楢加すると岡崎に 7)の分だ"減少する.

以上の条件をパーツナルヨンピ鼻』タ何回ONJ、c.
""よで隊働する野系列越線系..品νータ SIGMA
(NE叫にE遅し，血."'..11*，0.6砂船こ齢寓し
た

s・.. 
鴎lに厳..示す血犠乳目度調'110矢印で示した
ATから 17砂後に0.1mmol/UI加し.以後次第に傾

4堅金婚してが"分後に 10sUlIOν，. .・Sえた この.. 
加盟島告は対徹底織により俵ね直線化した〈臨省略}。
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灯

。。 a 5 • 遷動伺帽 (m剛}

箇 2シまュレーシ"'の繍果

s 勾鋼院と館館

• ， 

今回のシミ.ν シBン契畿の方議2・u回得られた
結果が実舗に即しているか否かによって使観の妥当性

を停錨するものである稜々は今回得られた掴果{図

1 ) 1;1:充分実.に則しているk考えているむしろこれ
以上単純化し得盆い簡単~<ヂルでこの惨な成績が得

られたことが窓外できえあラた 今聞のそグルの主聾

粛は基本続念で示した乳敵国量生および除去動.であ

る したがって，幡製より仮民一基本観念何時の妥当役

が女縛されたと解釈される.

号ヂル化のための具体的仮定(褒IIに信a腹自信には正
し〈ない・01.....に乏しい.項が含まれている 2l 
は肉呼鍾の鑑賞{省質問貨の欄合同Eー定であること

む櫨 Vol.28 SUPPL.S (1996) 53 

に対応するがその傑娠はむい符に AT以降において

は定量的資斜がほとんどない 5)1;1:運動強度依存修に

鰻大>J%程度まで減少する叱 6)I.t..的に""'閣が盆
いが.問問的に"緩畿の場{還動筋鰻胞質)から観賞慢の

場nUti寸ン動脈.，突破ガス φ口}までの移行巳時聞
を..し.それらが等しい(\!1:E 1:まない， ηが上飯t~I:fで

傘〈全身の循環で成り立つ復網"乏しいただしこれ

らは何れも節分的な修飾裏務であ払全体の大伶ー乳

微温量生および除去ーを附す後貨のものではない つ

ーつを羽砲な根拠のもとにそヂ，..， I~ ii加すれば更に摘
曾なシミユレーシヲンが実現されよう

以よより，翠鋤符血蛾乳."度夜化の大俸は乳俊足量

生に""るw.盟抱崎町nらの観念および血蛾外への舷
殿現象による除去によって合理的に観明可能であると

節治された

s 文献
11山口一郎.，j、低栄一，宮褐光澗運動S最初獄織に

2白砂る乳敵測定一酌鯵脈較差，乳園陸a・・t・大値
について .斬医学E拠"“包): 402-40同

2) Yeh MI'. Gardncr RM. Adams TD. et 31 

‘Anaerobic血reshold・，ro刷'"沼01determina 
出 nand valida出札JA，削 P~省州:関3 : 56 

1178-1186 

31 YamBguchi 1， Ohnuma 0 and Mi)'3zawa K 
Hemocoantration in e1terei鶴岡(，噌 A

m附hωrorcorrectill8the effect on blood anal)' 

由 fromhematocrit measuremenL }tlf. J A紗t
I'l!Ysjol 1991 : %1 : 3.:持制I
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二酸化炭素換気当量(VE!VCO，)の
変化のパターンと運動樹容能の関係についての検討

古谷雄閉・石筒泡盛:・内山制俊・原則担lJI・

中村浩土・ 中村安調.' 依鏑益"'，

199<1年Bllllersら"は。 VEと'Ico.関係のスロープ
を101111vl~lljlalOI)' r，間~，~とし，・医大臨調帳録取.と

良好な相闘のあることを示した.1冊盗事Davey0;." 

U，ニa際化...... 気当.(vE/VCQ，lの・小点がトレ
ーユング後に低下し.ト νーユングにより oplimal

時叫111(01)'oerformal闘が....すると0"0した。1992
年αark~川;，1;. 81U1ョeのプロトコールを用い.ニ.. 化
俊環，."当畿の変化のパターン.iIU胸lIJ闘に減少しプ

ラトワに温ずるL"，濁鋤lIJ.聞に減少し週動後半で上
昇する"".よぴ週由開始後すぐに上昇する型d)3 fIII 
舗に分砂，ζの周闘に選鋤樹容S医院低下すると'"脅した
今回二俊化炭灘10M当Z監の旋門ヒのパターンと遺勘耐
男容艇の関係について倹約した

， 1;滋
健術者"品。各..心V終息..宥71名の1t81名〈男性

65名女性l'名平均年租".>を対象に，安静3分.
warm-llp 4払 10叫 1Irampによる呼気ガス分析.

e十9ゆ回行2た ilM樹容能の術'としてp咽巾ψ0，.
よぴAT'求めたヱ，.化製鋼.. 降気当量の・0重点，す
伝わち呼犠代償d誌のニ織化炭策削除気当量..cψEI 
ψco，とし，・大目的畿銀効率を裂す術..，した またニ
俗化俊.".. ，蛍舗の変化のパターン.，慢す)811<して
合E/¥IαJ，(R-W)/(R-RC) i"lJtめ， VEとψ00."
回帰薩線の釧..刻。仰とした

ψE/VCo，CR-¥¥りICR-RC)の求め方を陶 l位示
す VE/古田バ民 W)/(I(-RC)Iほ.. 肉のニ'"化決

"""当.の平均を R，wllrm-llP 4分のa隆俊の 15砂
のこ般化炭素倹無期湿の平均t-¥V，呼吸代償点のヱ織

化S健機鍛錬当.~RCι し.安明時から warm-up ま

での度ヒ(R-¥V)を安"明治、ら時限代償点までの変化

・山口火，?II!("'IIM宮内純
内閣字島市市川

CR-RC)で貧食して攻めた この側担割が1ω%に近いほ

どニ厳化炭策検然治量1:warm-llψ役.変化しないこ
とを示す 510pe 1:，安働時から呼吸代償点までのデ

ータ.mぃ.緩舗に VECI/分}告側舶にψCo.Cmll分}
をとり，回帰直線.>艇の，その傾8 を凶，~とし目 8，1

ler 0;."の附alvcnlilaω"陪砂"田と測線の指爆と

した

s範果
ニa由化製鋼，..，氏自湿の変化のパ夕日yと似:ak¥'0.. 
ATの関係金図2に示す Pωk ¥'0，とニ臨化炭賀町観

気当..の変化のパターンにIJ:r:=-O.29の鐙伝側関.

S認め， warm-llゅ後も二酸化炭来像気当量が減少し鍵
りる例の1;がpcakVo.は高値を示した0九 ATとニ
磁化...".気当"0)11:"-化のパターンに陪有gな網闘は
なかった

。 6凹 1200 

T・同{臨}

図 I VEJVCO，(R-W)/ほ-RC)の.・b方
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Peak VO， (ml/min/kg) AT (ml/min/kg') 
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。
。 m 0"由。

22 。 ，、=田

，，1トぜム。。
16 
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RC_Vε_/VCO. RC_VE/Vco， 

国 z呼咽干t慣点的=風化膿寓植蝿当量と量動耐酬肺間保

呼吸代償点の=酸化炭紫""当盤(RC-VE!YCO.)
と連動画時間宮慢の関係を図 3.示す Peakす0.，ATと

RC-VE/Vco，にIt3--¥!r"'-O.64， r=-O.52の組
問を"め，呼吸代償点の=.. 化炭策検"当盤が高い例

ほど運動耐容艇は低下しており。ニ験化健司..."当量

の変化のパタ ンよりも鰻大の機銃効率を示すと考え

られる呼吸代償点の二酸化炭...."当置の方が運動耐

客健を良〈反映すると轡えられた

， .とめ
ニ磁化説禽像気当..の変化のパタ ンから浬勘耐容

能を推定することは凶障で，ニ般化炭窯橡気当"の変

化のパターーンよりも呼吸代償点のニ般化政調...気自"

の方が週働耐容絡を'l<反験すると替えられた

s 文献
"恥"町Nr.Poole-Wilson PA: Mecha~ 訓 0'
the increased ventilatory rcsponse to exercise 

h 岡山町出 chronicheart failure. Br Hearl 

J 1990:臼 281-283
2) Davey P. Meyer T， Coals A. et al: Ye前ilation
in chronic heart fal1urc: effects of physical 

training. Br Htorl J羽田.舗 4ηm 
3) C!ark AL， P∞le-Wilson PA 2nd Coats AJS 
Relation betwe飢 venti1Btion副'"肋 dio油

"""岡山"'"阿，~"馴thheart fai1ure. J A"， 
C(JII Cordio/ 19姶2:20: 1326-1332 
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心疾患例におりる運動能力および関連指標の経年変化

斎語巧・外山昌弘・ 山内.... 鯵坂隆-'"

渡辺震行 ・・ 坂志和彦・・・ 杉下情郎・・・ 稲葉1<1

双書に伴い，選"能力が低下する ζ とが知られて“

る "仙 らは.a・により.高a臨調"聴取・..tr.健代
鮒聞包{以下 PeakVO.. AT.・'"とむに mt/kg/m
院ともに"下し，因調修人健曾男色の制合，

Peak Vo."O.38x隼・+52.1
AT=-O.r.!lば隼.+32.3
なる軍需に近似されると組告している"本研究の目的

".虚血性心O!.et中心とした心療".者の運動純カ
およびその関連指"の経写度化につき検討するζkに

ある

8 対・と方事審
対.，志男性心領u肴"例{樹園積査時 57:rSaJ 
でM.金側鑑亀震が安定し経過中 血行再担捕や遺
動..法t*11てい伝い 内訳は関目性~"臨鍵君臨?例，

窓動脈形成術啄たはパイ"ス編径の労作性狭心症6

例，風薫区て発作合噛飼さ乱ている窓.鋤性狭心."

例その他4例で金例運動負荷依願で虚血栓変化.

Uめなかった温蜘負荷に陪金位自伝車エルゴメータ

ーを周い， .分間同warm11liup後毎分 !()W煽噌の
ramp AlII!'， ;;t.:U; 20 W から毎分 IOW~断噌の多段階

負荷のいずれかの症候'"単位選動負荷獄2・を施行し，
呼気分析により分時衡気温<YE).Ii:窯，..院量(¥10，)，
=般化炭縦割軍指A(VCo.Jta定し.これらより P制 k
vo.. AT.およびdVE/iJVC山を閑定ないし貿出し.
遭働雌カ錨.ならびに関連指"tした また肉縛期位
φ....，傘鋪恨，句"
【司F鉱閉・鵠ラ<Ilifi大プ.". u81l 
.・目立・理作原水戸縫合鏑畿内"
開3'l1 U/~ MI l1'市副"町 "。
.・・"曽大".広.~，f;内 "
' 問 問山山

内描ラ〈岬間台 I+U

断・心」正コ 図.錨行し友章鉱"..朗経{以下

LV副)，左室内径短縮率{以下%F却を攻。，心...の

術"とした

.らに平均'.3玄0.7年後に連動負荷鼠・..よぴ断
層心エコー".再度実施し，それぞれの催年変化につ

いて比鮫倹約した

8・a院
選動能力衝.で1.1.ATは15.7主2.'から 13.2玄

2，'ヘ.Peak VO.ほ20.'金2..から 11.6念2，'へと b
に有IIに低下した 方， .:IVE/dVCO.I:I: 26.0主.• 0 
からお 9%4.0t 変化....なかった〈菌" また
AT.1¥o山 Vo.の低下".ItQl、らによる日本人健衛男

性の.. 障による低下の予測舗と比政するt，低下箪の
平崎で.ATで6，l:rO，3%低下の予測に鮒し 14.1企

3.9%. Peak VO.I17.8土0.3%の低下の予測に対し
15.2ま2.6%と低下車は有志に大で.，った，
む割...揃帽で1:1:，LVDd 1:1: 49土5m聞からω土7
mm. % '"'SもおH%から鈴土 8%と.両者と&に
全体としてほ定の傾向は示。きず，有，."変化".. 

・"訟かで2た{図2) 選動能力揃僚の経年賀化を%FS

低下例と税値下例とに分砂て比駁した AT 1.:1:% FS 

低下例で予測値H.2土2，'に対し実刻値 12.3:t2.5，
"低下例で予測値15.6コt1.8に対し策調鍾 13，1:t2.4
とkもに実測値が予測値より有意に低舗を示し.Peak
Vo.li%目低下例で，予制値 18.a2.61o:対し実測
6tl17.2主3.1，非低下例で予g警備 19.6土2.Jに対し実
測値17.6::1:2.6とともに有..."なかったbのの業訓
値がよヲ低値を示す傾向を偲吟た{図3】

す'.0ら，心概径の経年的な包下の有線に飼わらず，
AT. Peak ¥70. u.1lP怖による予測傭よりむ低舗を示し
た
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自宅線

組..に伴う運動能力の変化に関してUこれ傘でbい

〈つかの緑告がある.r.蝉ずら凶平均39.t鎚鰻の
2併について組討し.Peak VO.. ATともに匁a・によ
うて低下するが.Pe.ak VO，の低下が組対的に大で.そ
の・序陪4・嶋衝の中でType II fiberの減少の方が

Type I fiberの減少よ"栂対的に大であるためで

めるとした"..た Janlckiらは，平均9.3;o月の短期

間同錨過で" 錨極峰性心不全患者に"Hる週劃耐悦
術棟の度化は小.いと催告している" 本研究で".

Peak VO，. AT 11騒~的に有2震に低下し，その低下の

U iJ.岡本人健常抑絵の加舗による低下よ9も大で
あると轡えられた.その横U序".心細飽の低下のみで

もa腿明しSれず，患者の仕彦や運動習慣の11阪などに
よる凶同c.1<k四百di出町喝の拠与i)!;示唆された

.た JJVE!iNα"に闘して11.Pou¥in制Sお般か
ら"..での健傭人での検討で.JJVEl/JVCO，I1lll 
・kともに省大し.ぞれ"忽温院による死隆俊"の増大

ほ伴うものであると・.. ーしたが‘九 本研究"..恐慌m
m医閣が平絢・ 3割問と橿かヲたためか漢ヨヒを毘めず，
他同選動健カm棚k磁調会認めた

! s. 
m色，<.-tWJI!.Je'障の遍動能力"ょぴ関連指僚の鐘年変
化について.. 針したその結果.I)PeakψO.・AT1: 

."，に低下し.その低下松嗣$改健常男性の飢訓障によ

り予測される低下よりも大でるヲた 2).dVE/JJVι0.
"..年寄化.認めなかヲた "遺E耐性低下の..'"と

して.心.. 色憶下とともに帥)'"・，.民ω叫山""<の

e・が考えられた

s 玄献。IIOhH. Koike A， TanillOほhiK. ct 111 録verily
ood"山oph}'siologyof heart failur巴 onthe 

b制泊。fanearobic threshold(AT) 1m! reluted 

paramcters.か"α'""11989: G3: 1~6・'"
2) POIII穂rJO. Gon訓陣nKM. Klei・1115. el II 
Ventila岡山Id田……

臥制 ..ithage.1 A鯵t内"削 E錫?岡崎"

"" 3) ]an隠，kiJ5. Gupe:a S. Fe阿凶 5T.e! .1: Lona 
term reproducibilily of r，伺 plulory 脚 s

txchlll司，.n田知陀町lCIlladuri唱 txertl騰 ;n
阿国旬、.vith刷出 cardiac flilu~. Ch耐

1990: 97: 12・17

.. p刷1・nr.U. Cunningh.am OA， Pa叩 初回 Oll.et
al: V"川ilatoryr…e。…m…
wm晒，"ω86feal'!l of aae. Am 1 R，却 W印 2
Co" Med 1994 ; 149: 408-..15 
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PTMCによる運動中止理由の変化と換気様式

石刻久也. .隊野弗英次・'"縫匡子・石板真ニ・ 利回攻・ 9宇よ情・

‘重度風If.帽発変遷a興開術(PTMC)直後より息容の
自覚盆状....やかに""することが知ら仇ている

が円 その複停信必ずしも明確でMない優近T，咽"

らは PTMCにより遭臨時代償性過償保の改普が運動

耐容能の改普よヲも皐矧に出環することと，ぞれが隼

理学的死陸の援少によるものであることを鰍告し

たへ -J明白1目.，.ら肱慢性心不全・省の炭蛾ガスa
"当量(VF.!VC()，)が遭動中止理陶が呼吸困偉であっ

た欝と.""疲労で.?た"とで"がなかったことを

綴告して111)"，代償俊治損気の".が直銭，呼畿圏'隆
盛のま書に錆び付〈かについてMまだ騎.が出てい生

いのが現状である.

そこで今凪 PTMC直後に自覚痘択が向程度改4・し
ても.運動中止理由が呼吸圏慢のままで.った患者と

呼吸国胞から下厳震"に度化した庖警が存在する点に

注目し，PTMC後の週働中止鋼闘の変化が運動時機気

栂式とどの様に関適するかについて償制した

S 対・8ヲよぴ鳴を表
対象は当斜で施侍された PTMC成功例39例中九割館

前&術後2過の週動中止理闘が息切削のままであった

症例ω0":6例".息切れから明らかに下厳重要労

に変化した症例(DF":7例}である 下限痩9障の志
摩であった寝例や息切れと下甑疲労とが混在した.. 例

陪除併した.-カデーテル畿査による血行働.の野

価は術附と術後.週に行~>， Spec::焔cActivity Sに...

(SAS)による身体調信貴健の野信。心'"・-助負荷啄2・
安降時呼吸...検査隠衛問と街自民2週位行ヲた SAS 
"問惨によりIi'.燃が出現する.'1、湿・.をMetsで定
量化したもので，日傭身体栃動νペルでの自覚症状の

-a・な評価複である...飽エルゴメ タ を周いた心
・禽M軍製鋼e増大学..肉斜
《字紙..， 富山 '修.観測】

働運動負荷院厳では.，.隠roICthr富山old(AT1，1t大.. 

ヨ"買取a(PeakVo.)，呼犠微印刷，ー固骨量.a(TV)
を求~.さらに運動碕険気応嘗を解価する目的で 分

時1!l..(VE)t ~健闘度ガ ス喜界I!t(Vco，>関係の回帰
...の領.: VE-VCO. slopeを擁出した a~ill. 

曾者 1164島で検討した剖0聞のlE1It・1;I.24.7:t:3.7で
あり.32を，.忽応答のE常上院とした.，

5・.
街前の房"間亙殿!l!(DDI字 "土.-，全3mmHg. 
DFD:l0土5-5土2πunHgl，弁口冒僚 mDD

1.0全0.2→ 1.8:tO.4cm九DFI'I!:O.9主0.'→1.1土

0.7 cm') 1<: 11闘"で穫が会〈術後間租度改轡した

SASは00.写 '.3土u司 '.3玄0.9Mets， DFI期
5.3企1.5-・，. 3土0・M闘と術前は商瞬間で援がな
〈術後間..，.改静した運動耐容能(AT.Peak V仇，.

9陸働時呼吸割拠能(%FVC， 1秒事'"術前両群聞に重量"

な仁術後2週で"有倉な変化を示きなかった VE. 
VCO、slope11 DF併では 36全，-・31企6と術後有志

に改・したが 00'"で""全14-30土7と有志な改

81まI!められなかった{図Il.連働時機気厳式は闘2

のごと〈変化した.DF鮮では RR(X舗)ーTV(Y創}

関係は左上方に燭位し。 TVは'医大負荷{1111会151-

1257土145mt)J:Iよびその却%負衛星(787土例ー
剛山mllでともに綱大した -1iDD酵のTV"
""負荷星(671土問7司苅H1例mllで堵，.する傾

向を示したにとどまり・大負荷では術"と鐙がなか?

7ζ. 

， ，.，. 
PT口4後の運動。止"の息切れの消失1;1:，It大貧初

防のTVの省加ならぴ1.:VE-VCO. 110peの""e瞥
畿に関連していた 以前にSul1ivanらは通勤中の
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度線般により有窓に興なり，全て多使級患の判.，に有

用である可飽盤が示された しかし， "'"制捜 dl

acr[m[nant a岨"由によれば.Lung/Heartとlnilial
S即時のみが有.<<判別指・であり.局員荷左釜山簡

の肌TI取9込みの解舗に加えるべ.1ft・としては
L.喝，.回目で+分であるk考えられるすなbち

剛 TIl主宣.の一過性a広大や縄'Tlttい幽し皐の全体
的低下という術相から得られる.鑑，.の情，，"，

子.民epwi鴎 discriminantanaly5i8により家めるt，
多伎術変“例と O俊111重病変"傍の判別，並びに

多綾痢"..例と 1後傍""例の判別のいずれの・合
に.， Lω嘩1.開 rtt. Initial &0陀が有窓な判別措帽
であった{いずれも，<0似."

いずれも勉動脈病

S 場・と鎗.
今回， M射した併"圃のm・0毒，
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四2 還m...t¥憾震の町ヒ
。。 安静時.図画 4険大の50%負荷開， ..:.大負荷時

VElVαコーと種々の血符鋤舗の対比から，低心舗白状
観が倶気血誕不均衡をゐたらし金規学的誕館皐を崎大

させる可能縫を繍摘した"しかし...らが示した選勤

時の心鈎幽量とVElVCO.との逆耗掴はばらつ...多
いことから，心舗出.以外の要.b~.する必要がh

る 筏々 ，，，.に蜘血慌シンチグラムt超勤時.'"・式

との針比から，心不全思考のゆでも代慣性過倹気を示

すbのは遭〈浅い... 惨三えを昼し.とれが.. 血官僚.
よぴ周慣の.. 質的劃ヒに起圏内醐血埠不熔衡と怖

のコンアライアンスの低下に関連する可雄性...告し

た・，今回の倹討で遭動中止糧自が呼吸困鎗から下腹

復"に変化した OF'撃でPTMCti.湿動時代償笠通

."'tJta監普し，より.~..民無線式に変ヒしていたこと

..伺騨にMいて PTMC後の腕"腺Eの低下が遭動



聞の横無血拠不均衡と肺のコンプヲイアンスの改'を

もたらしたと轡えられるまた今回M示さなかったが.

術後四匹期に息切れが消失し告かった症例記必いても9

3カ月後にU金例で問緩いの温働符の代償位進倹気とa
'"刷式の政.を伴って息切れが梢タたした この舗な症

例において".. 駐留血行勘期の故・が直ちに倹気血'"

不均縄断争"のコンプライアンえの改.に鯖11付か盆か

ワたものと考えられ，その原菌として街"の肺血管床

および周賓の・質的変化がより強〈。その政普に時間

をJ!した可雌性が示喰きれる.

S ヌ蛍
lJ Mckay CR. Kaw白川血iDT， Kotleski A， et al 

ImprovM"lt:nt in exerci腿 capacityand exerci民

恥配減F温mlc.3 mon由 afurdouble-balloon， 
catheter ball岬 nvalV1110例a恥ytreatrr酬， 01 

pati出仙 symptomatk rnitral ste刷.
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心不全患者にお貯るステップ負荷時血行動態の評価

中'h泰I!/j'高木 洋・ 岡野E解明・ 中菌室文・ 下村克朗・

心不全a轡では。盛大負荷に対する館講綬取量
(P.・kvu，lが低いばかりでな(.定量負荷に対する

vo，の初期応答が低値を示し，定命状'に遇するまで
に時間遅れが大きいことが繍告されているl聞このよ

う公選働時vo，の過事応答異常松，血行動貨異常に起
因すると考えられるが，寸分な倹肘1;1:t，tされていない.

本検討では，慢性心不全に対し白 Step#1.00時のV白 色
血行動想の過程E応答の評価を行い1 その有用性を倹討

した

S対.および方法
慢性の心不全患者23例旧IJ!iI!19例女4例，平均年
・抑制3成 NYHAIf 15例.IIISI!司}と逓動習慣が

な〈平均年俸に"のない健明信者"例(C.浮男7例，女
5例，平均年・'52ま16.)に対し，坐位自転車エルゴ
メーター鈎W の定..負荷(6分間)を絡行した D群

の鑑慢心OU!.I:I:陳目性心筋梗繕'"誌，Itヨ良型心筋主主8
4島，その他1名で，平均の左窟駆幽車(EFJは38:tll
%. Peak VO，は 18.1企2.4ml/min/kgであった 1 

呼敏毎のvo，の測定はM四，.仕健の AE280~闘
い，心鈎敏(HR)俗プクグ電子ML5制。を体働康医

(lW)I;l水銀血Jfrti'J聞い測定した 心倒幽量(CO)松
田 BRAl:士のCIC'!酬を則い胸鰯 にO.5rnA，舗
kH.の交流電況を混しその司底流路の内側で篭伍変化

からえられるインピーダンスより 30砂毎に攻めた以

上より'"均体動脈匡(mBP)，1由錨幽盤(SV).体血管

，.抗(SV却を算出し.非線形.. 小2・隆法を凋いvo，
oo，SVRの時定徴(TC)を求めた

S錨.. 
臼.~栓沼健常例.よぴ飢餓湖周位心筋恨，.患者

…剛山一

何"'吹闘m.・8台 5-7-))

の代様例において vo，は心不全例で定常に遺するの
がわずかに迫れた{鴎O.HR. mBPについては著明
な謹は2・bられ伝いが.co l;t心不全例で怯運動早期
からの櫛加径が小さ〈遭鋤終tJ1i，でよ".噛鍵し
た。c...よぴD'手で比駿すると.HR 1;1:どの時点区
おいτも有11な""なかったが.D"において湿動の
持続に伴ぃa徐によ興してい〈傾向が見られた mBP
は安停縛のみD'平で低催を示した選動開始直後にこ
のf!1; ~阿失したが D群で悩い傾向"持続した 0"で

はvo，の初期応答が小さし定常に遣する.でに時間
連れがあることが予怨されたが.各時点で災叙する左

個体"が大容いためわずかな差が見られたのみであっ

たt幽2).SVI.l.C砕で憾週勤早期によ昇が5認められ
2分で定需に遣したのに対し.D鮮でi季初m槽加..が
小き<， .. 徐な憎加が持厳した。COIjWW'こ初期峨加

..がD鮮で低しその後は徐々に小寺〈なり進動後期

にl率制"ともぽぽ間程度'で制加した(図2).SVRは

D'障の低下陪遅れており。約4分間にMいてCI孝と同
等.で低下した(図2).VQ，の時定数隠D'字で61:t17

舘，.c 鮮で40ョtlOsedp<O.OIlと D鮮で+臼%延侵
していた.-n.α3の時定放はC"'に比し0"で+
191%(110企42sec.Vs. 3Hlhec.，p<O.OU. SVR 
も同様にD騰で+(ω%(65:t14紙調C.Vs. z5土))艶'.. 
p<O.o1)延長し.それらの隻はvo，の盤に比し著明に

火事かった〈図3)。

5 考費情
む不全"宥の遍勧耐応飽の2平価に多段階漸'"負布施
行絡の限ak VO，が.a;<刷いられているが，この
peak VO.I主客震性に欠"るという欠点Jがめり，また必
ずしも健能.反映し訟い刷"鑑心τ金およぴ呼吸不
全患者等にa医大食怖を施行するこ"主，少なからず病
理由想化の可能盤があり.程度の負術による解舗が温ま
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韮明信醇と心不全a撃の代表例国 1

より鱗度のたことから。凶者を併用することにより.

痛い静価が可舵となると考えられた

g文.. 
I) W掴副.~白 K : Newoo冊 舎似8・， g 詑担"伺f
d附..~凶u fu副 h蜘弘 α町..，句.19唱ド8: 78 
10叙ト1071

2J Kolke A. Hirose M， Adachi H， eI al: O:<:ygen 
υ刷akekinctia a陀 determinedby cardiac fur・c
I;on at onset of excrci質問，""け¥8npeak exC'l" 

ci5e in patients with prlor myocardial infan; 

tlon. Ci，鴎 JaJiOfl¥99-‘90(5) : 212~ -2332 
3) HIoinbo血amMB， Morri包KG.C.町 nEH.etal

hωnnma由。f.-ariabie e昆""聡 poñ，m温~.

a町，.，叩 wilh… ."剛山町
dyafu、ction.Am J白"副 l'肱5:51: 52-60 
・)FraもclsGS， G。地mithSR ond白 hnJN:: Rela 

Ilon血ipof e誕肘-eigeC8P11c1ty 10 r箇 U噌 left 

れる..このため今回の険齢では.rurの""負荷を.. 
符1，;VO，JJよぴ血行動態の御慣.劃定し検討した白
岳不全11警において鎗常務に比しVO，の遭動早期
の応答が還属することが籍告さねている闘今回の検

討で1#:.1I'*!tが大きいた吟か.VO，の絶対値の差"比

般的小さかヮた旬定歓に"約1.5備の，.がみられ勉

の線告とー猿したがoverlap(，犬舎かヲた -1i心不
全患者でM健倫併に比して..，.，則鮒後の暗室敏が約

3僑'"咽なcoの応答の遅九がN<墜し.また5VR
の.".. ，の低下に著明な遵鍾が見らね噌これらはVO，
の~~...よりも大きかった む不全血者では遭動早

期のV伐の上界の遅れ".遭..・mに0・txtraction 
をより織大容ぜることで代償されていると考えら乱

た また心不全息者の運動憾の5VRの低下の著明な

遅延1.1:.*附血管の"聾反応盤が"..されている可能

性老領喫した

心不全息者の・，，.の51..負荷"の心鈎白銀および

宋桐血管低"の.....常はvo.に施して著明であっ
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心不全症例にお吋る

可溶性贋痩壊死因子レセプターの意義

トレッドミル量動負荷前後の倹針

然海俗之・ 山口清司・ 中村ヲ，...野術直樹・ 志賀売子・ 友池仁暢・

心不全息者の血中...間留子f以下TNFlが高値

を示し".TNF bt，ゐ慣取締記'守して傍観的に働〈ζと

からへむ不全の街・生理aにサイトカインが関係して
いると考えられている

貌，..積々の刺畿で血中に調書解しTNFの...

修飾すると官われるE州可務也TNFνセプター{以下

oTNFRlに詮自し，心不全笹例にお"る道動樹容鱒と

の関係司炉事動負御崎夜勘について倹肘を符づた.

8 対.ど方港
対.は NYHAIflf-制度の心不全.. 例，身i5例.

女 t例， ft 16例(HF)で。年a・1;1;37艇から 70.(平均
53.7.1である.原疾患陪鉱領型心筋盆昭飢弁観隼

3例.積回性心筋・，.，飢左重厚幽寧ItZ3-60%【平
勾40.6%1でbった また.健官官人5例を""花町"

した略気ガス併用トνッドミル温鋤負荷猷敏を
~m，訟にて行い.負荷飾および負荷車後に媛血して，

.TNFR 1 &; 111" EUZA滋にて棟建した トν.， 

ミルはヲタグ‘子社製MAT2Sω，呼気ガス分続.ミ

ナト堅調社側AE袋切OSを周いた検討他 sTNFRの

遅動負荷前後の，..，~よぴ選動耐容能 (PeakVO .. 
ATVo.lとの関係について行った

'館長

l週酌樹容."表1)
HFのPeakVo.から...度分銅・?を行うと， cla脇

A3: 2例， c1usA2:3伊..cll弱 A1: 6例， class 
B: 3例， cla島 C:2例で， ControlでItclass A. 
，.弘 cl3llaA3: 2例であった HFの da.A 1" 
mild HF， c13l1a S. C 1" m似たflIteHFとした
2sTNFRの羽E働負荷による変圃{図1)

・山陽1*.....1内線
，.鱗除 却山修市飯圏西2-2-2)

sTNFR 1は， Controlでは負荷前'"全'"平均金
...観登〉施Imlから負荷役1.151土62"/ml '、
附 ldHFでは 1.016企例pg/mfから，1.193土218pg/ 

mlへ'.m咽e吋.HFで地 1.296:t164同Imlから
1.651会282開 Imlへと有""はないが繍加する傾向
を..めた sTNFR111~ ， C。川ro'で怯 1，167:t幻""

mlから1.188:t.6油開Imlへとほとんど噌加しなかっ
た mi1dHF で I~ 1.819企163.，./mlからし9刷会'"
pa/mlへ mωerHFでは2.125主275pil/mlから
2“O企340陪Imlへと有憲に(p<O.OSl増加した
3辺監耐響純tsTNFRの関係{悶"
Peak VO，と sTNFRrについて.HF金体では，=

0.52， moderateHFではr畠0.99t~時に負の術開(， <

0.05， p<O.OOJ) H!めた Peak VO.l:. sTNFR 11に
ついて.HF全体では網聞を毘めなかヲたが.m叫~

ate HF仰で I~ r=O.72とS砲の網開(p<O.Ollf"包め

t.:: ， 

ATVo.，と sTNFR1について.HF全体で，=

0.54. m噛 rateHF"t' r=0.99と共区負の網開(，<

O郎.p<O.OI)をIl(めた ATVO，と aTNFR11につ

.. 1週前副書篇

0..' tmhtk-k gv/mol， n) HF C明、1m'
A A・ ，....w 3 
A3 鎖ト.3> 2 
A2 25-却

'̂ 説ト25
8 1日

C 111--1& ;コ.
D .....0 

E .... 
'W吠~.J・m巴加分..・ mild HF， .: mωcrate HF 
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いて.HF全体でT""O.53，mc泌erateHFでr""O.72と

共に負の欄関(p<O.05，p<O.Ollを霞めた

s考'
TNFは憲性....層調...原病で血同T..置が上界す
るk宵われている。心不全症例においても怒位置婦な

どと問機に TNFが高値を示すことが報告され"， .. 

た白 TNFI;t. in uifroで心筋収a・4ご対して抑制附らど鋤
〈ことから".心不全痢.と TNFの関係が綬近注目さ

れている

sTNFR 11: TNFRの銅胞ドメインが積々の刺君臨で

血中に糟解したもので TNFと結合しその働容を修

鋤するk考えられている TNFが増加する疾患でU

・.TNFRが嘆息の痢・生理に探〈関与する可様性があ

るが.<月金書定例で桔充分な検討は行われてい会い

本研究の紛黒から，心不全において包.TNFRが高値を

示すとと.特にa症度が高い例でよワ高舗であるとと
が判明した.

む不全の..盤度や予..に運動耐容能が大き〈関与

し.治療効果判定や心a移値の時期決定に PeakVO • 
.，. AT Vo.倉否権駆として用いられているべまた，心不
全度例に対し・大遭勘負荷鰭の50-60%程目置の運働
を行うこ，がQOL金保ったのに機舞きれ，心不全例

に心腕運動負荷院験の実路踏不可失である 心不全術

鎗に週酌が及陪す膨・.検附することは極めてa要な
際組である

備常人にsいては， TNFを含めたザイトカインの

遷働による.，.について.通常選胎で賓貨はないとの

報告別や上昇する聞との報@がありー定の見解にいた

っていない本訴究の鏑難から 健傭人およびむ不全

例共に sTNFRは噌加し。運艶耐容健と相関した し

かし， ーTNFRの負荷後の欄勿環里度は大台いものでは

なし ・TNF涜 I左sTNFR11の大寄金遭いは見いだ

せなかった今後カテコールアミンなど.他の様性凶

子との比較や負荷後の経略的変化を検討する必更があ

る
TNFR総広範聞の鋼周に発現されており TNF自

体も細胞死m・以外に多線信金物語性を有している
ザイトカイン左心不全術.，の関係を明らかにするた

めにさらに野績な晦床的，実酸的検討を行う必..があ

る

む属、。128 SUPPL.5 (19%) 67 

‘"・心不全において安僻降sTNFRは蒲舗を示 C"'動
耐容能と網開を..め心不全網"に管績な関与をして

いることが示駿された週動によりさらに増加するが

その・'"については今後検耐を憂する
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左心耳血流への心拍数の影響

心房ペーシングによる検討

米崎事久・山近史郎・ 布111龍也・ 4出優史 川原史生・羽野修・
平問智也・ 香江篤・ 舗山千秋・戸図源ニ・早野元信・ 矢野提介・

左心房符にO，o，("l本内の血桧の有無.線量揺することは

趨鐙鑑.予防する土で非常低血要である.Verho間

色""・絵出旋律のhる症例で"既往のUぃa定例に比
べて友u，車内血注"'"が有軍に低下しているk報告
し， Mugge "'''健在心耳内血漉適度の低下している症

例での....，合併の危険性を禍締している.また，

K，ruち・3陪心拍微により左心認内血糠νeターンが変
化すると報告している しかし，左心耳内血視適度に

対する心拍..の修.隠これ摩で倹討されていない。そ

こで今掴べ νング負荷によるι4自.. 変化が左心耳内
血拠適度に及ぼす修・.同一症例で検討した

'対・および完遂

対象.. ぺーシング頒"'.. 分1舗までl対"号室伝喝

を示し，ペ司F シング予鐘食退心エコー図法にて左心耳

肉血麗迎IU測定した4盆例で内"は表1<示す.
方法...臨床電気，...・R査終了後右£返事内にペーシ

ング電極金留置し. 7日以内にペ シJグ下鋭食遁心

エコー図訟で左心宮内血，.ヨ車庫をV泊伺テープに自己

録した ぺーシング煩度は毎分鈎 110，130，150，1飼

とした血涜適dlotVideoテ プより再生し 1対 1"

議伝場時の安定した側所で測定した 縛られた左心耳.1対u備

内...震は駆幽血，.(，酬ptylsSl:flow)と充損血."針。1illg

f1ow)からなり，各々の般大医出血施速度(Ve)， .11医大
究調血，.湿度(VOおよびその比{Ve!VO~m~，て心

拍敵変化の"・.検討した{図II

S鉱泉

1ペーシング負荷前の安''''左心寓内血塊適度，... 

lに示すように，測定時の心拍散がほIf間81'"である
にも拘らず。 Ve.Vf lot各症例とおいてばらつきが院の

られた 漉遺の低い鐙例3と4は発作短iv!lU困動例で
あった.

2.11大輩出血漉遮度(V~は各信例ともぺ-，〆ング

観度の岨加と共に上昇していたが...分 130あるいは

150以よから隠低下に伝じた(園2左上

3..大克g・."1適度(VOI孟負荷前に比してペーシ
ー〆グ.""，の増加による変動院小さいが...分 150以上

のぺーシングでは症例2のl例を隠さ減少傾向を示し
た{闘2中央}

4血涜速度比(Ve!VOでは症例4のようにー略的に
上興ずる渇合もあるが.各症例ともペ シング艇'"の

柵細により減少した(圏2右}

隼111位 革縄平聾腕 革蝿心鹿島 sea-〈/崎m心'"勉》'k fcmV/me ini 〈cmVJmfω 

“" 
調不金庫健酔 高血豆

" ".3 同3
61 掛 蝿作性←宮性顛拍車 町在怯WPW~幌軒 " ~.3 ~9.0 

6・男 指作性心IfJ.動 Wf'W盛棋院(Al " Z9.0 15.0 
帥男 亮作性心開掴酌 WI'W症眠群fAl π n.7 16.3 

Ve: ."'111凶鳳梶越度、 Vf最大克櫛血握u

..鋼大手握手飢繍3内側
t〒臨刷間町1-7-1)
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日ングによる町一の変化

Vc; .大軍出血檀適度 v< ・大ヲ"崎d祖根翠~

置 2

能等の多国子の膨・が考えられ町その測定には呼吸変

動やペ シy グによる掴定部位の穆泌ベーシングの

富鍍釣膨.など考aすペー点もある 今後1;1:， J!記盆
"を増やすと換に"'"徴変化らこ附左む"面積変化，

"，.収繍健司P轟礎不賞展疾患との関係.心層網動向の

血沈配線などにも検討を広める予定とする

文猷

VcrhlJnt P， Kamp 0， Vi閤 rCA， et al: Left 

atri.] appendage fJow velocity a製拷相官鷲叫

国 illi tran!le初pga.geal ec加<:Rrdi喝目前ly Ul 

"~hωnatic atrial f斤bril1ationand !y瓜emlC

8 
1) 

S 者鍍
左心耳内自薦速度憾心鏑般の綱加と多舎にやや上昇

し，高度の銅鎗になると低下に伝じる傾向が".られ

た "に，高度の顔絵"では充測血塊....の低下に比

して鹿出血流通Ilの低下の方が動、結集が縛られた

左心主事は血.. 形成の好"..位であり，個々の環線変

化による左心耳a・飽の検前肱晦康的にも2・喪である
今国防玄米，耳内血調置や容割問としての評価は行うてい

ないが，高度の僚佐闘に究調血機速度が優位となる現

象は 左心耳が左房内におげる貯留傷能の宇都として

作用していることを示唆する所見かもしれ旨い さ<:(.0

E事内血塊遺僚は。左房.能，左心耳容額 左宣舷曇機
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Lung/Heart t Initial Sco~ のニつの欄.の中に包

含されると考えられる .た， Lw宅/Heprtt lnitilll 
&，τeが多彼自集息の判別に有周であるというこ ξは，
それらによって短.験実aの重症度を判定で曾る可能
性を示唆する
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PTCA成功例の再狭窄判定における

運動負荷試験の有用性

繍早苗・ 平野浩二・ 山鹿周".野図武彦・ 縄本隆_.古賀磯則・

今蝋 勉・ 西山望智治・・ 3属 眉磁・・ 戸・裕徳・・ 隻埼功次・・・

.'"釣扇動脈形成衡{以下PTCA)ほ， 11血性心事集
.の治，官接として，広〈その有用性は...きれている

し.'し PTCA後に再後窃が3IHO%の鎖度で生じて
.り 13.依側として乗解決の，，，な周恩となヲている

したがって.pτ"cA成功後の経過慢箆において再事実準
金子組することk左翼要である }般に院自覚書定紋や多

段階選勘負荷鉱踊 IM5引を瑚いて機宣しているが，

ー方で胃袋市がないにもかかわらずM5Tにて 5T下

・4伝寵めることがるり胃袋唱の判定を圏康にしてい
る そζで今回ほいか主る臨麻所見S首よぴ遍働負荷所

見が胃袋事特定に有鮒であるか検附した

I "・方謹
対象"初回PTCAにより完全血行再建が得られ，

PTCA施行6カ月以内(平均 U .fJ1'!)に冠動脈遺骨膨

割貨当医およびMST>r随行し0・た"例明77民女，.
例，平均 59:.1:8.)窓鋤脈遺修同時見の肉眼は1綾術変

引例，"変，何度33例， ".術."例であヲた M5T 
はトνッドミルによる症候隈明伎の運動負衛隊績と
し，PTCA継行2週間後{早期}と 6カ月以内の再選

修前(後期)の"盤施行した.再袋町御は Ho"，若宮の定
..に従い I)PTCAにより鉱濁した径の5<>%以上 2) 

湾海'臨時吻残存幾'が実測伺%以.t.幻PTCA直後

の狼.，.より'Oj'以上の狭'迎行とした再製'との

限速の倹附項目1;1;.lU障者切震(年・L性別。心箇複
・L高血庭己資原.血，"， 11尿例， E欄，喫鋼毘).2) 
遭.. 負荷所見{遭働H幅増害総最大心狛..."大収8"
正.5T下降I'l.5T下降の"‘lT:Rate-Pre鈎w，
hodほ t(RP日 中止盆・)， 3)PTCA所見伯区間血

・久仲間開s酬
{平醐畑山間一一一輔副関 保健体育センター

管，病変岐徴.PTCA後の筏存製鋼111<<.PTCA後の胸
衡の再発)tし.，写俊明'tの関連.単... 解析を用い
て検討した

s・.. 
再袋91J.:91例中.，例(“，，，に寵めた扇鮮の"
.. 脊'置について"湾事実....に緒尿病の頻度が高い〈再

験噌君事33% V8非再..噌都10%. 1><0.01)以外は有
怠な隻俗包められなかヮた

運動負荷所見については，早期でほ再倹..".ょぴ

非再8侵略陽線に有'"をは隠めなかった{表1) ー方後続
で"，棒銀帯"においては 5T下降の甥噂敏2鵬毒敏

以.t.運動中の胸舗や心電図変化といった心徴候によ

る中止型自の煩度が非再......に比べて有志に高かっ

た{表 1).5T下禽単独に闘しては再製""19例〈錫

%)非再製""14例 121兇)で再検窄に多い傾向.示

したが，有"差"・..なかった

思動脈進修所見でU爾瞬間に有"..は薦めなかっ

f、
以よ0)掴子についてa険度盤解析を行ったところ短危
険因子と しての.尿病.健コレステロール値'"'暗j

dI以上また連動負荷所見として後期に行3た運動負

荷叡臓の5T下降の麟場敬'"場以上および心徴候に
よる中止理由が事電線唱と闘遷する留子であった{褒

2) 

s考被
PTCA後0)潤，....と関連ずる因子について".. 心

盛を初めPTCAI量の現存....度.MSTでの5T下降

会ど多くの報告がある"的今回の検肘でb現後噌を

予渇する上で後期のMSTに.ける 5T下降のm・a院
や心徴候による中止理幽健蔵更である 色轡えられた

また M5Tにて有鴎な所見を...ない‘合に".織原
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再岡gR=噌'"静 非再検噛" ，. 
n=51 

安静崎心拍最(/分Y n宜" "士n N.s. 
安'町駅晴間血fE(mmHgl ，..主.. 1詔土" NS， 

量究心拍置【/卦〉 l掴士" ，~土" N.S. 

.大串値爾血1E(mmHa-1 '"士.. m士" N.S 

適齢嗣害梗{METsl u主... u宜，， N.S 
ST下膏孟lmm(倒) 17 (~3話} '"缶兇} N.S 

ST下障の揖噂監孟"倒} U(35%l 1I(Z2%1 N.S. 
心眼院の中止{開} 10(n克l '"'却%1 NS 

選...附鬼〈後畑〉

RngzR司“wz3， aemnEg度5噌1a， p値
安静崎心拍費量u分} 槌土" 相土1目 N.S 

安静時取幽閉血庄(mmHa-1 '"士.. m士悶 N.S 

置大心措置(/分) ，n土" ，~士" N.S 

.大眼'画期血1E(mmlla-) 同S土35 m士" N.S. 

車庫謝容能IM"i副 ， ..士1.9 ， ，士1.9 N.S 

ST下降孟1mm(倒} 19{.S"1 IH21%) N.S 

ST干首田鶴噂量孟"倒1 19(.8%) 日(25%) 0・6
心障債によ畠中止f倒1 15 (3畠.， S(10%l 。側3

胸・・ ‘ 
o 

ST下院(2mm以よ} a 2 

ST上昇(2mmJ.;t土} 1 2 

陣性U艦 o 
不完全左胸プロゥク l 。

心室性期外取圃 。

現 2 再犠'"に鮒する単RA網噺
相対危険贋 '. 

.~・阿 H 
あり 5.51 。"

健ヨv"ロ-.. <，曲mg/dl

孟l船 m~/dl 2.57 @ω 

ST下降申酎噂散(暁闇] <， 

ー盈2 2.70 '.0( 
中血轟車t挫期} 心置慣以降

'"・・R 5." 。‘凶4

8鎗...や高...."といった息省背嚢を考.しp 胃努事.予

測する必'ーがあるk忽われたー方 Renkin~.吻緑告

とは異なヲ，今回は袋心症挟.ST下慢での再....予測

。a函砲であった これは再検'の定aに日。'"湾ーらの
定・を周いたことで...置が鱒〈なヲたことやPTCA
後の蹟簡の再発に非典a担保な胸繍も含めたためと考え
られた

1)湾銀'は 91例のうち"例 (44%lに認めた

"組尿病高樹血症というたe者背景が再築帯との
周還を腿めた

3lil・負荷所見に結いて" 早期の遍働負荷lIi見は
'"提唱とU関連が舎かで"と.のの。後期のST下降の

富男通.徴と心徴候によるゆ止理..".関連を留めた。以
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